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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

11
月
28
日（
土
）・11
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
２０
日（
金
）・
２７
日

（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
木
）・
18
日（
金
）・
２5
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期

国
民
健
康
保
険
税
５
期

介
護
保
険
料
５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
１１
月
30
日（
月
）で
す

月
11

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

「荒船の湯」リニューアルオープン
～民間経営による新たな船出へ～

「荒船の湯」リニューアルオープン
～民間経営による新たな船出へ～

1111

人口
　男
　女
世帯

（　13）
（　 8）
（　 5）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,058人
3,469人
3,589人
3,292世帯

転入  9人/  出生 0人
転出  11人/  死亡 11人

（10月1日現在）

（9月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年２０２０年 No775

月月

下仁田プライド in

官民連携による
観光地経営

9月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（明　美）　
（一　二）
（圭　三）
（一　禎）
（　哲　）　
（政　二）
（慶　悟）
（福田宇津治）　

中　央
土谷沢
土谷沢
中小坂
上青倉
東野牧
横　間
小　川

黒澤　和仁
大河原かず
工藤　はん
永井　武男
神戸　基次
金井　ふく
黛　　倉三
山田　みさ子

有
料
広
告

有
料
広
告

　　　　　 
●下仁田町長選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
●財政状況をお知らせします・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P7

トピックス

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
神　戸　滉　太　  （大　坂）
小　嶋　美奈子　  （富岡市）｛

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
年
齢
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
引

き
続
き
３
ヶ
月
以
上
、
下
仁
田
町
に
住

所
を
有
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。
　
　
　
　
　
　

●
年
齢
要
件
　
平
成
14
年
11
月
30
日
以

前
（
11
月
30
日
を
含
む
）
に
生
ま
れ
た

人
。

●
住
所
要
件
　
令
和
２
年
８
月
23
日
以

前
（
８
月
23
日
を
含
む
）
に
転
入
届
を

し
た
人
。

※

入
場
券
が
配
ら
れ
て
も
町
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
日
時
　
11
月
29
日
（
日
）

午
後
７
時
か
ら

●
場
所
　
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

※

開
票
所
は
参
観
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
入
場
制
限
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
発
熱
・
咳
等
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
観
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

　
投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
自
分

で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
　
　
　

　
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

遠
慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
家
族
の
方
が
代
わ
り
に
書
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
期
間
中
仕
事
な
ど
で
他
市
区
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
町
選
管
に
投
票

用
紙
の
請
求
を
し
、
送
付
さ
れ
た
封
筒

一
式
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

持
参
し
、
投
票
し
て
下
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院

（
所
）
し
て
い
る
人
も
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁

田
厚
生
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
の
う
ち
、
重
度
身
体
障
害
者
に
限

り
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
投
票
で
き
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
病
者
手
帳

ま
た
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
要

介
護
５
）
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
前

も
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
発

行
す
る
郵
便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
投
票
所
で
の
感
染
症
対
策
に
次
の
と

お
り
取
り
組
み
ま
す
。

〇
入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置

し
ま
す
。

〇
定
期
的
に
換
気
し
ま
す
。

〇
記
載
台
等
を
定
期
的
に
消
毒
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
下
仁
田
町
長
選
挙
は
、
11
月
24
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
11
月
29
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

町
内
15
ヶ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
政
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
代
表
者
を
私
た
ち
の
手
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

代
理
投
票

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

有
権
者
の
皆
様
へ
お
願
い

指
定
病
院・老
人
ホ
ー
ム

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所
の

混
雑
緩
和
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

開
票

〇
事
務
従
事
者
及
び
立
会
人
の
マ
ス
ク

の
着
用
と
検
温
を
実
施
し
ま
す
。

◯
事
務
従
事
者
と
の
間
に
飛
沫
防
止
対

策
用
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

〇
入
口
で
検
温
を
行
い
ま
す
。

〇
当
日
筆
記
用
具
を
配
付
し
ま
す
。

〇
マ
ス
ク
の
着
用
と
来
場
前
後
の
手
洗

い
・
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
投
票
所
で
は
、
周
囲
の
方
と
の
距
離

を
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
持
参
の
筆
記
用
具
（
鉛
筆
・

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
）
で
も
投
票
で
き
ま

す
。

〇
期
日
前
投
票
の
際
は
、
来
場
前
に
裏

面
の
「
期
日
前
投
票
用
紙
等
請
求
書
兼

宣
誓
書
」
に
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
下
記
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
行
わ
れ
た

町
議
会
議
員
選
挙
の
状
況
で
す
。

　
期
日
前
投
票
所
は
、
投
票
日
に
近
づ

く
に
つ
れ
投
票
者
数
が
増
加
し
、
投
票

日
前
日
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　
時
間
別
に
み
る
と
、
期
日
前
投
票
及

び
投
票
日
当
日
と
も
に
９
時
か
ら
お
昼

ま
で
の
時
間
が
混
雑
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
に
も
、
混
雑
す
る
日

時
を
避
け
た
投
票
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町長選挙町長選挙

下
仁
田
町
長
選
挙

下
仁
田
町
長
選
挙

投
票
日

　11
月
29
日
（
日
）

期日前投票 １１月２５日（水）～28日（土）
●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）

☎
内
線
３
０
２

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照

会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

700
600
500
400
300
200
100
0
1 日目 2日目 3日目 4日目

時間別期日前投票者数 日別期日前投票者数

200
150
100
50
0
８
時
〜
９
時

９
時
〜
10
時

10
時
〜
11
時

11
時
〜
12
時

12
時
〜
13
時

13
時
〜
14
時

14
時
〜
15
時

15
時
〜
16
時

16
時
〜
17
時

17
時
〜
18
時

18
時
〜
19
時

19
時
〜
20
時

1500

投票日当日時間別投票者数

1000

500

0
７
時
〜
９
時

９
時
〜
11
時

11
時
〜
13
時

13
時
〜
15
時

15
時
〜
18
時

　投票日当日、仕事や旅行、入院等で投票へ行けな
い人は、期日前投票ができます。
■時　間　午前８時３０分～午後８時
■場　所　役場　１０３会議室
■持参するもの　入場券（届いている人）
※入場券の裏面にある「宣誓書」に、
　氏名等をあらかじめ記入して
　お持ちください。



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　
年
齢
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
引

き
続
き
３
ヶ
月
以
上
、
下
仁
田
町
に
住

所
を
有
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。
　
　
　
　
　
　

●
年
齢
要
件
　
平
成
14
年
11
月
30
日
以

前
（
11
月
30
日
を
含
む
）
に
生
ま
れ
た

人
。

●
住
所
要
件
　
令
和
２
年
８
月
23
日
以

前
（
８
月
23
日
を
含
む
）
に
転
入
届
を

し
た
人
。

※

入
場
券
が
配
ら
れ
て
も
町
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
日
時
　
11
月
29
日
（
日
）

午
後
７
時
か
ら

●
場
所
　
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

※

開
票
所
は
参
観
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
入
場
制
限
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
発
熱
・
咳
等
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
観
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

広
報しもにた

　
投
票
は
自
分
で
書
く
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
自
分

で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
　
　
　

　
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

遠
慮
な
く
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
家
族
の
方
が
代
わ
り
に
書
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
期
間
中
仕
事
な
ど
で
他
市
区
町

村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
町
選
管
に
投
票

用
紙
の
請
求
を
し
、
送
付
さ
れ
た
封
筒

一
式
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

持
参
し
、
投
票
し
て
下
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に
入
院

（
所
）
し
て
い
る
人
も
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁

田
厚
生
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
の
う
ち
、
重
度
身
体
障
害
者
に
限

り
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
投
票
で
き
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
病
者
手
帳

ま
た
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
要

介
護
５
）
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
前

も
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
発

行
す
る
郵
便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
投
票
所
で
の
感
染
症
対
策
に
次
の
と

お
り
取
り
組
み
ま
す
。

〇
入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置

し
ま
す
。

〇
定
期
的
に
換
気
し
ま
す
。

〇
記
載
台
等
を
定
期
的
に
消
毒
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
下
仁
田
町
長
選
挙
は
、
11
月
24
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
11
月
29
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

町
内
15
ヶ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
政
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
代
表
者
を
私
た
ち
の
手
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

代
理
投
票

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

有
権
者
の
皆
様
へ
お
願
い

指
定
病
院・老
人
ホ
ー
ム

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所
の

混
雑
緩
和
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

開
票

〇
事
務
従
事
者
及
び
立
会
人
の
マ
ス
ク

の
着
用
と
検
温
を
実
施
し
ま
す
。

◯
事
務
従
事
者
と
の
間
に
飛
沫
防
止
対

策
用
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

〇
入
口
で
検
温
を
行
い
ま
す
。

〇
当
日
筆
記
用
具
を
配
付
し
ま
す
。

〇
マ
ス
ク
の
着
用
と
来
場
前
後
の
手
洗

い
・
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
投
票
所
で
は
、
周
囲
の
方
と
の
距
離

を
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
持
参
の
筆
記
用
具
（
鉛
筆
・

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
）
で
も
投
票
で
き
ま

す
。

〇
期
日
前
投
票
の
際
は
、
来
場
前
に
裏

面
の
「
期
日
前
投
票
用
紙
等
請
求
書
兼

宣
誓
書
」
に
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
下
記
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
行
わ
れ
た

町
議
会
議
員
選
挙
の
状
況
で
す
。

　
期
日
前
投
票
所
は
、
投
票
日
に
近
づ

く
に
つ
れ
投
票
者
数
が
増
加
し
、
投
票

日
前
日
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　
時
間
別
に
み
る
と
、
期
日
前
投
票
及

び
投
票
日
当
日
と
も
に
９
時
か
ら
お
昼

ま
で
の
時
間
が
混
雑
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
に
も
、
混
雑
す
る
日

時
を
避
け
た
投
票
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町長選挙町長選挙

下
仁
田
町
長
選
挙

下
仁
田
町
長
選
挙

投
票
日

　11
月
29
日
（
日
）

期日前投票 １１月２５日（水）～28日（土）
●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）

☎
内
線
３
０
２

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照

会
先
は
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　投票日当日、仕事や旅行、入院等で投票へ行けな
い人は、期日前投票ができます。
■時　間　午前８時３０分～午後８時
■場　所　役場　１０３会議室
■持参するもの　入場券（届いている人）
※入場券の裏面にある「宣誓書」に、
　氏名等をあらかじめ記入して
　お持ちください。



　令和元年度の一般会計の歳入総額は55億2,020万円、歳出総額は54億2,496万円で、前年度と比較して歳
入で7.6％の増、歳出で8.2％の増となりました。歳入歳出差引額は9,524万円となり、繰越事業に充当する
2,334万円を差し引いた実質収支額は7,190万円の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　55億2,020万円

歳出　54億2,496万円

令和元年度下仁田町の財政状況をお知らせします
■一般会計決算の状況

県支出金 6.4%
3億5,157万円

町税 15.3%
8億4,214万円

国庫支出金 6.3%
3億4,726万円

各種交付金
3.1% 1億6,943万円

分担金・負担金
0.5% 2,800万円
使用料・手数料
0.7% 3,863万円
寄附金
1.1% 6,064万円
諸収入・財産収入
2.4% 1億3,055万円

繰入金・繰越金
10.6% 5億8,489万円

地方譲与税 1.2%
6,415万円

町債 9.2%
5億0,580万円

地方交付税 43.4%
23億9,714万円

■性質別■

約164万円
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人口

世帯

※令和2年3月31日現在

7,147人

3,307世帯

広
報しもにた

職員･議員等の給与及び報酬（人件費）
17.0%
9億2,244万円

物品購入･委託料等
（物件費）11.1%
6億0,024万円

積立金等　11.3%
6億1,301万円

施設の修繕管理費等　0.7%
3,813万円

補助費
16.6%
8億9,956万円

児童手当･施設入所
負担金等（扶助費）
8.9%
4億8,131万円

借入金の元利償還金
（公債費）12.2%
6億5,943万円

特別会計への繰出金等
9.1%
4億9,536万円

建設・災害復旧事業
13.2%
7億1,548万円

1世帯当りに
掛かる費用 約76万円1人当りに

掛かる費用

約２5万円1世帯当りが
納める町税 約１2万円1人当りが

納める町税

令和元年度末財政調整基金残高
11億8,247万円

（町民1人当たり）
約17万円

令和元年度末起債残高
53億3,917万円

（町民1人当たり）
約75万円

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

54億6,513万円

10億3,178万円

9,824万円

65億9,515万円

令和元年度末残高
　

53億3,917万円

9億3,768万円

9,505万円

63億7,190万円

 償還額（元金）

6億3,176万円

1億2,230万円

799万円

7億6,205万円

 借入額

5億0,580万円

2,820万円

480万円

5億3,880万円

令和元年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

2億3,060万円
5億1,798万円
1億2,386万円
3億3,554万円
5億6,420万円
2億8,008万円
8億7,257万円
1億2,721万円
22億8,713万円
53億3,917万円

森林保全環境整備、町営バス購入、庁舎耐震補強工事等  
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資  
農林道開設改良、集会所建設等  
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等  
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等  
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等  
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等  
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等  
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等  

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算

歳 入 決 算 額
9億4,418万円
1億4,108万円
13億5,624万円

4,983万円
3億6,306万円

歳 出 決 算 額
9億4,156万円
1億3,951万円
13億5,149万円

4,883万円
3億6,306万円

差 引 額
262万円
157万円
475万円
100万円
0万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

都市計画事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

11億6,035万円

1,465万円

111万円

5,832万円

203万円

240万円

342万円

4,097万円

2,237万円

354万円

3,410万円

5,497万円

0万円

0万円

0万円

1億1,167万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,370万円

2,378万円

17億0,985万円

500万円

2億2,604万円

3万9,519㎡

2,212万円

0万円

0万円

△5,832万円

0万円

16万円

△20万円

774万円

378万円

100万円

△1,268万円

1,801万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

413万円

0万円

0万円

0万円

0万円

0万円

4億0,572万円

△500万円

93万円

65㎡

11億8,247万円

1,465万円

111万円

0万円

203万円

256万円

322万円

4,871万円

2,615万円

454万円

2,142万円

7,298万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

1億1,580万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,533万円

2,023万円

21億1,557万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

平成30年度末残高区　　　分 年度中増減 令和元年度末残高

平成30年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和元年度末残高

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億4,746万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億1,198万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億6,933万円

建設・災害復旧事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・災害復旧事業　　　　　　　　　　2億3,318万円
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　1億3,743万円
・西牧防災広場建設事業等　　　　　     9,492万円

決算情報決算情報



　令和元年度の一般会計の歳入総額は55億2,020万円、歳出総額は54億2,496万円で、前年度と比較して歳
入で7.6％の増、歳出で8.2％の増となりました。歳入歳出差引額は9,524万円となり、繰越事業に充当する
2,334万円を差し引いた実質収支額は7,190万円の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　55億2,020万円

歳出　54億2,496万円

令和元年度下仁田町の財政状況をお知らせします
■一般会計決算の状況

県支出金 6.4%
3億5,157万円

町税 15.3%
8億4,214万円

国庫支出金 6.3%
3億4,726万円

各種交付金
3.1% 1億6,943万円

分担金・負担金
0.5% 2,800万円
使用料・手数料
0.7% 3,863万円
寄附金
1.1% 6,064万円
諸収入・財産収入
2.4% 1億3,055万円

繰入金・繰越金
10.6% 5億8,489万円

地方譲与税 1.2%
6,415万円

町債 9.2%
5億0,580万円

地方交付税 43.4%
23億9,714万円

■性質別■

約164万円

5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

人口

世帯

※令和2年3月31日現在

7,147人

3,307世帯

広
報しもにた

職員･議員等の給与及び報酬（人件費）
17.0%
9億2,244万円

物品購入･委託料等
（物件費）11.1%
6億0,024万円

積立金等　11.3%
6億1,301万円

施設の修繕管理費等　0.7%
3,813万円

補助費
16.6%
8億9,956万円

児童手当･施設入所
負担金等（扶助費）
8.9%
4億8,131万円

借入金の元利償還金
（公債費）12.2%
6億5,943万円

特別会計への繰出金等
9.1%
4億9,536万円

建設・災害復旧事業
13.2%
7億1,548万円

1世帯当りに
掛かる費用 約76万円1人当りに

掛かる費用

約２5万円1世帯当りが
納める町税 約１2万円1人当りが

納める町税

令和元年度末財政調整基金残高
11億8,247万円

（町民1人当たり）
約17万円

令和元年度末起債残高
53億3,917万円

（町民1人当たり）
約75万円

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

54億6,513万円

10億3,178万円

9,824万円

65億9,515万円

令和元年度末残高
　

53億3,917万円

9億3,768万円

9,505万円

63億7,190万円

 償還額（元金）

6億3,176万円

1億2,230万円

799万円

7億6,205万円

 借入額

5億0,580万円

2,820万円

480万円

5億3,880万円

令和元年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

2億3,060万円
5億1,798万円
1億2,386万円
3億3,554万円
5億6,420万円
2億8,008万円
8億7,257万円
1億2,721万円
22億8,713万円
53億3,917万円

森林保全環境整備、町営バス購入、庁舎耐震補強工事等  
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資  
農林道開設改良、集会所建設等  
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等  
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等  
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等  
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等  
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等  
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等  

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算

歳 入 決 算 額
9億4,418万円
1億4,108万円
13億5,624万円

4,983万円
3億6,306万円

歳 出 決 算 額
9億4,156万円
1億3,951万円
13億5,149万円

4,883万円
3億6,306万円

差 引 額
262万円
157万円
475万円
100万円
0万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

都市計画事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

11億6,035万円

1,465万円

111万円

5,832万円

203万円

240万円

342万円

4,097万円

2,237万円

354万円

3,410万円

5,497万円

0万円

0万円

0万円

1億1,167万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,370万円

2,378万円

17億0,985万円

500万円

2億2,604万円

3万9,519㎡

2,212万円

0万円

0万円

△5,832万円

0万円

16万円

△20万円

774万円

378万円

100万円

△1,268万円

1,801万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

413万円

0万円

0万円

0万円

0万円

0万円

4億0,572万円

△500万円

93万円

65㎡

11億8,247万円

1,465万円

111万円

0万円

203万円

256万円

322万円

4,871万円

2,615万円

454万円

2,142万円

7,298万円

3億4,942万円

1,415万円

5,833万円

1億1,580万円

300万円

100万円

5,847万円

1億1,533万円

2,023万円

21億1,557万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

平成30年度末残高区　　　分 年度中増減 令和元年度末残高

平成30年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和元年度末残高

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億4,746万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億1,198万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億6,933万円

建設・災害復旧事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・災害復旧事業　　　　　　　　　　2億3,318万円
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　1億3,743万円
・西牧防災広場建設事業等　　　　　     9,492万円

決算情報決算情報



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和元年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計などすべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらい
の割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　9.3％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を15.7%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　40.0％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金や土地開発公社の負債など）の残高が、標
準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回ってい
ます。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
9.3％
40.0％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業特別会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和元年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 25億1,084万円 固定負債 8億3,978万円

4,181万円

流動資産 1億5,681万円 流動負債 1億2,649万円
繰延収益 8億4,813万円
負債合計 18億1,440万円

4,952万円
771万円

資本金 7億 108万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 771万円

剰余金 1億5,217万円
資本合計 8億5,325万円

資産合計 26億6,765万円 負債･資本合計 26億6,765万円

令和元年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,014万円
2億1,195万円

6,680万円
1,728万円

当年度純利益　771万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億5,166万円
2億4,214万円
9,961万円

1億7,699万円
7,738万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
過年度分損益勘定留保資金
当年度分損益勘定留保資金
減債積立金取崩

167万円
1,869万円
5,405万円
297万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和2年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（平成31年4月1日から令和２年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

広
報しもにた

決算情報決算情報

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

11/10（火）

１０：００～１１：３０
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1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和元年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計などすべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらい
の割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　9.3％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を15.7%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　40.0％
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金や土地開発公社の負債など）の残高が、標
準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回ってい
ます。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
9.3％
40.0％

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業特別会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和元年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 25億1,084万円 固定負債 8億3,978万円

4,181万円

流動資産 1億5,681万円 流動負債 1億2,649万円
繰延収益 8億4,813万円
負債合計 18億1,440万円

4,952万円
771万円

資本金 7億 108万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 771万円

剰余金 1億5,217万円
資本合計 8億5,325万円

資産合計 26億6,765万円 負債･資本合計 26億6,765万円

令和元年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,014万円
2億1,195万円

6,680万円
1,728万円

当年度純利益　771万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億5,166万円
2億4,214万円
9,961万円

1億7,699万円
7,738万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
過年度分損益勘定留保資金
当年度分損益勘定留保資金
減債積立金取崩

167万円
1,869万円
5,405万円
297万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和2年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（平成31年4月1日から令和２年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

広
報しもにた

決算情報決算情報

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

11/10（火）

１０：００～１１：３０
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Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
リ
バ
イ
ブ
：
復
興
）

は
下
仁
田
駅
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
周
辺
で
開

催
す
る
音
楽
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
古
き
良
き
文
化
の
復
興
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

分
断
さ
れ
た
地
域
社
会
に
新
し
い
生
活

様
式
と
経
済
の
復
興
を
目
指
し
生
演
奏

の
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
下
仁
田
の
歴

史
あ
る
街
並
み
に
触
れ
て
も
ら
う
事
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

下
仁
田
倉
庫
周
辺
　
入
場
無
料
　

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
下
仁
田
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
全
世

帯
に
お
配
り
し
た
「
下
仁
田
町
応
援
商

品
券
」
２
万
円
分
は
、
今
年
12
月
末
が

利
用
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
お
忘
れ
な
く
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
最
近
急
速
に
普
及
し
て
い
る
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
」
の
導
入
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
の
導
入
は
、
月
額
使
用
料
が
無
料
で

読
み
取
り
端
末
が
い
ら
な
い
た
め
、
初

期
費
用
や
経
費
を
抑
え
ら
れ
て
お
す
す

め
で
す
。
今
回
は
、
複
数
事
業
者
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ま
と
め
ら
れ
る
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
の
説
明
と
申
込
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
す
。
需
要
が
多
く
な
っ
て
い

る
決
済
手
段
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
町
内
に
あ
る
事
業
者
。
業

種
は
問
わ
ず
、
個
人
事
業
主
で
も
可
能

で
す
。
農
業
や
移
動
販
売
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

午
後
２
時
〜

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
申
込
　
企
画
課
ま
で
参
加
申
込
書
を

提
出
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し

く
は
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
て
。

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出
も
可
）

●
内
容

①
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
と
は
？
制
度
説
明

②
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
申
込
支
援
（
実
際
に
会
場

で
申
込
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
）

　
ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

℻
82―

５
７
６
６

【
事
業
者
様
向
け
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

導
入
し
ま
せ
ん
か
？
「
J
P
Q
R
コ
ー
ド
」
の

導
入
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

下仁田町HP

★
着
物
、
ア
ン
テ
ー
ク
雑
貨
、
手
作
り

小
物
な
ど
出
店
10
店
舗
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

５
組
程
度
の
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※

会
場
は
野
外
で
十
分
な
距
離
を
取
り

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

※

マ
ス
ク
の
着
用
、
体
温
測
定
の
実
施

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

★
開
催
日
間
近
の
県
内
感
染
状
況
に
よ

り
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化

委
員
会

☎
０
９
０―

４
１
７
３―

３
８
６
７

田
村
純
一

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

　
利
用
期
限
は
12
月
末
で
す
！

提出先メールアドレス
kikaku@town.shimonita.lg.jp

　
各
お
店
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買
物
を
す
る
と
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
く
じ
を
１

枚
引
く
こ
と
が
で
き
て
、
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。
〜
空
く
じ
な
し
〜

●
場
所

お
祭
り
参
加
店
店
内
（
小
売
店
、
飲
食
店
等
）

〜
参
加
店
に
は
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
〜

●
景
品
内
容

１
等
　
商
品
券
１
，
０
０
０
円

２
等
　
現
金
　
１
０
０
円

３
等
　
現
金
　
５
０
円

特
別
賞
　
ネ
ギ
坊
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

※

１
等
が
出
た
ら
、
そ
の
場
で
商
品
券
１
，
０
０
０
円
が
も
ら
え
ま
す
。

２
等
、
３
等
は
そ
の
場
で
現
金
が
も
ら
え
ま
す
。

●
さ
ら
に
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
、
各
お
店
を
回
遊
し
２
店
舗
の
店
印
を
集
め
る
と
抽
選
で

５
，
０
０
０
円
の
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。
後
日
当
選
者
に
は
郵
送
で
５
，
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
も
使
え
る
の
で
こ
の
機
会
に
是
非
ご
使
用
く
だ
さ
い
！

　
各
お
店
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買
物
を
す
る
と
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
く
じ
を
１

枚
引
く
こ
と
が
で
き
て
、
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。
〜
空
く
じ
な
し
〜

●
場
所

お
祭
り
参
加
店
店
内
（
小
売
店
、
飲
食
店
等
）

〜
参
加
店
に
は
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
〜

●
景
品
内
容

１
等
　
商
品
券
１
，
０
０
０
円

２
等
　
現
金
　
１
０
０
円

３
等
　
現
金
　
５
０
円

特
別
賞
　
ネ
ギ
坊
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

※

１
等
が
出
た
ら
、
そ
の
場
で
商
品
券
１
，
０
０
０
円
が
も
ら
え
ま
す
。

２
等
、
３
等
は
そ
の
場
で
現
金
が
も
ら
え
ま
す
。

●
さ
ら
に
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
、
各
お
店
を
回
遊
し
２
店
舗
の
店
印
を
集
め
る
と
抽
選
で

５
，
０
０
０
円
の
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。
後
日
当
選
者
に
は
郵
送
で
５
，
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
も
使
え
る
の
で
こ
の
機
会
に
是
非
ご
使
用
く
だ
さ
い
！

行政情報行政情報

個
店
ま
つ
り
!!
回
っ
て
楽
し
む
！
し
も
ん
た
！

ス
ク
ラ
ッ
チ
ク
ジ
で
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!!

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
あ
り

個
店
ま
つ
り
!!
回
っ
て
楽
し
む
！
し
も
ん
た
！

ス
ク
ラ
ッ
チ
ク
ジ
で
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!!

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
あ
り

11
月
1
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

11
月
1
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

お
祭
り
期
間

お
祭
り
期
間

2
0
2
0
下
仁
田
町
商
業
祭

2
0
2
0
下
仁
田
町
商
業
祭
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Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
リ
バ
イ
ブ
：
復
興
）

は
下
仁
田
駅
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
周
辺
で
開

催
す
る
音
楽
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
古
き
良
き
文
化
の
復
興
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

分
断
さ
れ
た
地
域
社
会
に
新
し
い
生
活

様
式
と
経
済
の
復
興
を
目
指
し
生
演
奏

の
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
下
仁
田
の
歴

史
あ
る
街
並
み
に
触
れ
て
も
ら
う
事
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

下
仁
田
倉
庫
周
辺
　
入
場
無
料
　

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
下
仁
田
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
全
世

帯
に
お
配
り
し
た
「
下
仁
田
町
応
援
商

品
券
」
２
万
円
分
は
、
今
年
12
月
末
が

利
用
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
お
忘
れ
な
く
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
最
近
急
速
に
普
及
し
て
い
る
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
」
の
導
入
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
の
導
入
は
、
月
額
使
用
料
が
無
料
で

読
み
取
り
端
末
が
い
ら
な
い
た
め
、
初

期
費
用
や
経
費
を
抑
え
ら
れ
て
お
す
す

め
で
す
。
今
回
は
、
複
数
事
業
者
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ま
と
め
ら
れ
る
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
の
説
明
と
申
込
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
す
。
需
要
が
多
く
な
っ
て
い

る
決
済
手
段
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
町
内
に
あ
る
事
業
者
。
業

種
は
問
わ
ず
、
個
人
事
業
主
で
も
可
能

で
す
。
農
業
や
移
動
販
売
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
２
年
11
月
12
日
（
木
）

午
後
２
時
〜

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
申
込
　
企
画
課
ま
で
参
加
申
込
書
を

提
出
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し

く
は
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
て
。

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出
も
可
）

●
内
容

①
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
と
は
？
制
度
説
明

②
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
申
込
支
援
（
実
際
に
会
場

で
申
込
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
）

　
ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

℻
82―

５
７
６
６

【
事
業
者
様
向
け
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

導
入
し
ま
せ
ん
か
？
「
J
P
Q
R
コ
ー
ド
」
の

導
入
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

下仁田町HP

★
着
物
、
ア
ン
テ
ー
ク
雑
貨
、
手
作
り

小
物
な
ど
出
店
10
店
舗
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

５
組
程
度
の
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※

会
場
は
野
外
で
十
分
な
距
離
を
取
り

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

※

マ
ス
ク
の
着
用
、
体
温
測
定
の
実
施

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

★
開
催
日
間
近
の
県
内
感
染
状
況
に
よ

り
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化

委
員
会

☎
０
９
０―

４
１
７
３―

３
８
６
７

田
村
純
一

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
の

　
利
用
期
限
は
12
月
末
で
す
！

提出先メールアドレス
kikaku@town.shimonita.lg.jp

　
各
お
店
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買
物
を
す
る
と
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
く
じ
を
１

枚
引
く
こ
と
が
で
き
て
、
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。
〜
空
く
じ
な
し
〜

●
場
所

お
祭
り
参
加
店
店
内
（
小
売
店
、
飲
食
店
等
）

〜
参
加
店
に
は
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
〜

●
景
品
内
容

１
等
　
商
品
券
１
，
０
０
０
円

２
等
　
現
金
　
１
０
０
円

３
等
　
現
金
　
５
０
円

特
別
賞
　
ネ
ギ
坊
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

※

１
等
が
出
た
ら
、
そ
の
場
で
商
品
券
１
，
０
０
０
円
が
も
ら
え
ま
す
。

２
等
、
３
等
は
そ
の
場
で
現
金
が
も
ら
え
ま
す
。

●
さ
ら
に
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
、
各
お
店
を
回
遊
し
２
店
舗
の
店
印
を
集
め
る
と
抽
選
で

５
，
０
０
０
円
の
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。
後
日
当
選
者
に
は
郵
送
で
５
，
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
も
使
え
る
の
で
こ
の
機
会
に
是
非
ご
使
用
く
だ
さ
い
！

　
各
お
店
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買
物
を
す
る
と
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
く
じ
を
１

枚
引
く
こ
と
が
で
き
て
、
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。
〜
空
く
じ
な
し
〜

●
場
所

お
祭
り
参
加
店
店
内
（
小
売
店
、
飲
食
店
等
）

〜
参
加
店
に
は
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
〜

●
景
品
内
容

１
等
　
商
品
券
１
，
０
０
０
円

２
等
　
現
金
　
１
０
０
円

３
等
　
現
金
　
５
０
円

特
別
賞
　
ネ
ギ
坊
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

※

１
等
が
出
た
ら
、
そ
の
場
で
商
品
券
１
，
０
０
０
円
が
も
ら
え
ま
す
。

２
等
、
３
等
は
そ
の
場
で
現
金
が
も
ら
え
ま
す
。

●
さ
ら
に
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞
と
し
て
、
各
お
店
を
回
遊
し
２
店
舗
の
店
印
を
集
め
る
と
抽
選
で

５
，
０
０
０
円
の
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。
後
日
当
選
者
に
は
郵
送
で
５
，
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

下
仁
田
町
応
援
商
品
券
も
使
え
る
の
で
こ
の
機
会
に
是
非
ご
使
用
く
だ
さ
い
！

行政情報行政情報

個
店
ま
つ
り
!!
回
っ
て
楽
し
む
！
し
も
ん
た
！

ス
ク
ラ
ッ
チ
ク
ジ
で
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!!

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
あ
り

個
店
ま
つ
り
!!
回
っ
て
楽
し
む
！
し
も
ん
た
！

ス
ク
ラ
ッ
チ
ク
ジ
で
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
!!

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
あ
り

11
月
1
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

11
月
1
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

お
祭
り
期
間

お
祭
り
期
間

2
0
2
0
下
仁
田
町
商
業
祭

2
0
2
0
下
仁
田
町
商
業
祭



11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

支出日

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

支出金額

3,000

5,000

支出内容

葬儀生花1件

(令和2年度町長交際費 9月分) (単位:円)

9月分 計

葬儀香典1件

8,000

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合

　
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生
の
危
険
性

を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
町
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
情
報
は
、

「
防
災
行
政
無
線
」や「
し
も
に
た
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
ル
」、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情
報
、

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
「t-shi-

m
onita@

sg-m
.jp

」
ア
ク
セ
ス
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

町
が
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

　
防
災
無
線
放
送
の
内
容
を
確
認
で
き
る
「
防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
☎
82

―

４
４
３
３
）
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
問
い
合
わ
せ
　☎
82―

２
１
１
０

行政情報行政情報

　
令
和
元
年
度
に
完
成
し
た
工
事
を
対

象
と
す
る
優
秀
建
設
工
事
等
表
彰
式

が
、
10
月
９
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、
左

記
の
事
業
者
及
び
技
術
者
の
方
々
へ
原

町
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 令

和
元
年
度

　完
成

優
秀
建
設
工
事
等
表
彰

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
下
仁

田
町
の
魅
力
を
発
掘
す
る
こ
と
で
、
よ

り
魅
力
の
あ
る
地
域
作
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
次
の
日
程
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
作
品
応
募
期
間

令
和
２
年
８
月
３
日
（
月
）
〜

令
和
２
年
12
月
25
日
（
金
）

●
応
募
方
法

　
応
募
票
に
す
べ
て
の
事
項
を
記
入

後
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
、
下
仁
田
町

役
場
商
工
観
光
課
に
持
参
又
は
郵
送
。

※

応
募
票
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
１

人
５
点
ま
で
と
し
ま
す
。

・
平
成
31
年
４
月
以
降
に
撮
影
を
し

た
、
下
仁
田
町
内
の
風
景
・
名
所
旧

跡
・
風
俗
行
事
等
の
下
仁
田
町
の
写
真

が
選
考
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
作
品
の
提
出
は
カ
ラ
ー
四
ツ
切
プ
リ

ン
ト
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
、
応
募

者
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
本
人
が
著
作

権
を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権
は
下

仁
田
町
に
帰
属
し
、
許
諾
な
く
無
償
で

使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
入
賞
者
に
は
、
郵
送
で
表
彰
式
の
ご

案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
入

賞
者
は
提
出
作
品
と
同
じ
原
版
を
電
子

デ
ー
タ
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
２
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
　
☎
64―

８
８
０
５

令
和
2
年
度
下
仁
田
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中
！

●
該
当
者

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
方
。

※

下
仁
田
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
別

途
、
案
内
状
を
送
り
ま
す
。
）

※

下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
町
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

※

申
し
込
み
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　
令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
受
　
　
付
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

　
　
　
開
　
　
式
　
午
後
２
時
30
分

※

時
間
等
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
り
、
開
催
の
可
否
や
式
典
の

内
容
な
ど
が
例
年
と
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
下
仁

田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
3
年 

成
人
式

令和元年度完成優秀建設工事箇所（１社１件）
工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和元年度完成優良建設工事箇所（１社１件）

平成30年度（繰越）
町営しらかば団地
改修工事

株式会社　岩井工建
代表取締役　岩井　一幸

主任技術者
岩井　涼

工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和元年度　
町道下仁田～栗山線
舗装改良工事

諸星建設　株式会社
代表取締役　諸星和夫

主任技術者
橋　盛司

【入賞について】

最優秀賞

優 秀 賞

入　　選

佳　　作

1  名

2  名

3  名

10名

賞品（3万円相当）、賞状

賞品（2万円相当）、賞状

賞品（1万円相当）、賞状

賞状
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●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

支出日

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

支出金額

3,000

5,000

支出内容

葬儀生花1件

(令和2年度町長交際費 9月分) (単位:円)

9月分 計

葬儀香典1件

8,000

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合

　
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生
の
危
険
性

を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
町
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
情
報
は
、

「
防
災
行
政
無
線
」や「
し
も
に
た
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
ル
」、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情
報
、

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
「t-shi-

m
onita@

sg-m
.jp

」
ア
ク
セ
ス
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

町
が
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

　
防
災
無
線
放
送
の
内
容
を
確
認
で
き
る
「
防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
☎
82

―

４
４
３
３
）
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
問
い
合
わ
せ
　☎
82―

２
１
１
０

行政情報行政情報

　
令
和
元
年
度
に
完
成
し
た
工
事
を
対

象
と
す
る
優
秀
建
設
工
事
等
表
彰
式

が
、
10
月
９
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、
左

記
の
事
業
者
及
び
技
術
者
の
方
々
へ
原

町
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 令

和
元
年
度

　完
成

優
秀
建
設
工
事
等
表
彰

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
下
仁

田
町
の
魅
力
を
発
掘
す
る
こ
と
で
、
よ

り
魅
力
の
あ
る
地
域
作
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
次
の
日
程
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
作
品
応
募
期
間

令
和
２
年
８
月
３
日
（
月
）
〜

令
和
２
年
12
月
25
日
（
金
）

●
応
募
方
法

　
応
募
票
に
す
べ
て
の
事
項
を
記
入

後
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
、
下
仁
田
町

役
場
商
工
観
光
課
に
持
参
又
は
郵
送
。

※

応
募
票
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
１

人
５
点
ま
で
と
し
ま
す
。

・
平
成
31
年
４
月
以
降
に
撮
影
を
し

た
、
下
仁
田
町
内
の
風
景
・
名
所
旧

跡
・
風
俗
行
事
等
の
下
仁
田
町
の
写
真

が
選
考
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
作
品
の
提
出
は
カ
ラ
ー
四
ツ
切
プ
リ

ン
ト
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
、
応
募

者
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
本
人
が
著
作

権
を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権
は
下

仁
田
町
に
帰
属
し
、
許
諾
な
く
無
償
で

使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
入
賞
者
に
は
、
郵
送
で
表
彰
式
の
ご

案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
入

賞
者
は
提
出
作
品
と
同
じ
原
版
を
電
子

デ
ー
タ
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
２
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
　
☎
64―

８
８
０
５

令
和
2
年
度
下
仁
田
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中
！

●
該
当
者

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
方
。

※

下
仁
田
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
別

途
、
案
内
状
を
送
り
ま
す
。
）

※

下
仁
田
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
町
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
必
要
事
項

現
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

※

申
し
込
み
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口

も
し
く
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
成
人
式
】

●
日
時
　
令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
受
　
　
付
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
記
念
撮
影
　
午
後
２
時

　
　
　
開
　
　
式
　
午
後
２
時
30
分

※

時
間
等
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
り
、
開
催
の
可
否
や
式
典
の

内
容
な
ど
が
例
年
と
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
下
仁

田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
3
年 

成
人
式

令和元年度完成優秀建設工事箇所（１社１件）
工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和元年度完成優良建設工事箇所（１社１件）

平成30年度（繰越）
町営しらかば団地
改修工事

株式会社　岩井工建
代表取締役　岩井　一幸

主任技術者
岩井　涼

工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和元年度　
町道下仁田～栗山線
舗装改良工事

諸星建設　株式会社
代表取締役　諸星和夫

主任技術者
橋　盛司

【入賞について】

最優秀賞

優 秀 賞

入　　選

佳　　作

1  名

2  名

3  名

10名

賞品（3万円相当）、賞状

賞品（2万円相当）、賞状

賞品（1万円相当）、賞状

賞状
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
9
月
13
日
に
浅
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
ジ
オ
ツ
ア
ー
に
協
議
会

ガ
イ
ド
部
会
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
他
地
域
の
ガ

イ
ド
と
の
交
流
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
県
内
の
ガ
イ
ド
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
天
明
3
年
の
噴
火
に
よ
っ
て

村
ご
と
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
鎌
原
（
か

ん
ば
ら
）
地
区
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
実

際
に
参
加
し
、
浅
間
の
魅
力
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
の
か
研
修
し
て
き
ま

し
た
。

　
浅
間
の
ガ
イ
ド

は
、
浅
間
火
山
が

作
る
雄
大
な
景
色

を
語
る
と
と
も
、

昔
の
人
が
噴
火
災

害
か
ら
の
復
興
に

努
力
し
た
こ
と
に

つ
い
て
も
語
っ
て

お
り
、
来
訪
者
に

伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
ガ
イ
ド
部
会

ジ
オ
ガ
イ
ド
交
流
会
参
加

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
ガ
イ
ド
部
会

ジ
オ
ガ
イ
ド
交
流
会
参
加

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
20
日
（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
諏
訪
神
社
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　下
仁
田
層
・
諏
訪
神
社
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や
す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
美
化
清
掃
は
今
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
次
回
は
令
和
３
年
３
月
か

ら
再
開
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
北
小
学
校
は
、
１
８
７
６
年

（
明
治
９
）
福
泉
寺
（
廃
寺
）
に

上
小
坂
学
校
と
し
て
創
立
を
し
ま

し
た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）

に
西
牧
東
学
校
、
上
小
坂
学
校
、

中
小
坂
学
校
、
下
小
坂
学
校
が
合

併
し
て
第
６
小
学
校
と
な
っ
て
、

上
小
坂
と
中
小
坂
学
校
は
第
６
小

学
校
第
２
分
校
に
、
西
牧
東
学
校

は
第
６
小
学
校
第
１
分
校
と
な
り

ま
し
た
。

　
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
に
は

小
坂
第
二
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て

虻
田
の
民
家
に
移
転
し
ま
し
た
。

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
虻
田
の

現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
て
再

度
移
転
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
独
立
校
、
分
校
を
繰
り

返
し
て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）
に
東
野
牧
小
学
校
、
北
小
学

校
が
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
て
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
舎
は
解
体
さ
れ
ま

し
て
跡
地
に
は
北
小
地
区
集
会
場
、

　
北
小
学
校
は
、
１
８
７
６
年

（
明
治
９
）
福
泉
寺
（
廃
寺
）
に

上
小
坂
学
校
と
し
て
創
立
を
し
ま

し
た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）

に
西
牧
東
学
校
、
上
小
坂
学
校
、

中
小
坂
学
校
、
下
小
坂
学
校
が
合

併
し
て
第
６
小
学
校
と
な
っ
て
、

上
小
坂
と
中
小
坂
学
校
は
第
６
小

学
校
第
２
分
校
に
、
西
牧
東
学
校

は
第
６
小
学
校
第
１
分
校
と
な
り

ま
し
た
。

　
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
に
は

小
坂
第
二
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て

虻
田
の
民
家
に
移
転
し
ま
し
た
。

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
虻
田
の

現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
て
再

度
移
転
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
独
立
校
、
分
校
を
繰
り

返
し
て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）
に
東
野
牧
小
学
校
、
北
小
学

校
が
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
て
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
舎
は
解
体
さ
れ
ま

し
て
跡
地
に
は
北
小
地
区
集
会
場
、

下
仁
田
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
倉

庫
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
校
庭
隅
に
は
新
築
記
念
の
大
き

な
碑
と
１
５
０
名
余
の
寄
付
者
芳

名
碑
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
樹
で

し
ょ
う
か
大
き
く
育
っ
た
プ
ラ
タ

ナ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像

寄
贈
　
須
藤
百
太
郎
　

　
破
損
し
て
、
そ
の
台
座
の
上
に

は
狛
犬
の
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
祝
新
築
落
成
（
国
旗
掲
揚
柱
）

皇
風
洽
六
合

　
昭
和
十
一
年
四
月
三
日

③
下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
長
白
石
正

次
郎
書

④
表
面
：
新
築
記
念
碑

北
甘
楽
郡
教
育
會
長
　
岡
部
榮
信
書

※

大
き
な
立
派
な
記
念
碑
で
す
。

裏
面
：
第
弐
學
校
區
域
建
設

昭
和
十
一
年
四
月

下
仁
田
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
倉

庫
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
校
庭
隅
に
は
新
築
記
念
の
大
き

な
碑
と
１
５
０
名
余
の
寄
付
者
芳

名
碑
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
樹
で

し
ょ
う
か
大
き
く
育
っ
た
プ
ラ
タ

ナ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像

寄
贈
　
須
藤
百
太
郎
　

　
破
損
し
て
、
そ
の
台
座
の
上
に

は
狛
犬
の
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
祝
新
築
落
成
（
国
旗
掲
揚
柱
）

皇
風
洽
六
合

　
昭
和
十
一
年
四
月
三
日

③
下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
長
白
石
正

次
郎
書

④
表
面
：
新
築
記
念
碑

北
甘
楽
郡
教
育
會
長
　
岡
部
榮
信
書

※

大
き
な
立
派
な
記
念
碑
で
す
。

裏
面
：
第
弐
學
校
區
域
建
設

昭
和
十
一
年
四
月

　
村
長
金
井
忠
藏
　
助
役
里
見
　
昇

校
長
佐
藤
亀
吉

　
建
築
委
員
　
村
會
議
員
　
飯
島

重
治
郎
　
吉
田
重
次
郎
　
小
井
土

巳
之
吉
　
佐
藤
次
二
郎
　
齋
藤
袈

裟
次

　
學
務
委
員
　
黒
澤
巳
之
吉
　
村

會
議
員
　
神
戸
浅
吉
　
金
井
　
昇

　
長
岡
亀
吉
　
長
岡
喜
八
　
松
本

禎
悟
　
里
見
時
次
　
佐
藤
源
太
郎

　
第
六
區
長
　
武
田
要
太
郎
　
第

七
區
長
　
齋
藤
鉄
太
郎
　
第
八
區

長
　
岡
田
好
次
郎
　
顧
問
　
武
田

浅
次
郎

　
委
員
長
　
武
田
常
五
郎
　
副
委

員
長
　
栁
澤
新
太
郎
　
仝
　
齋
藤

松
五
郎
　
會
計
係
　
齋
藤
乙
重
　

記
録
係
　
永
井
酉
次
郎

　
委
員
　
永
井
浅
吉
　
永
井
多
十

郎
　
飯
島
可
一
　
神
戸
徳
太
郎
　

永
井
仙
太
郎
　
永
井
茂
平
　
岡
田

太
治
　
山
田
國
太
郎
　
青
木
角
蔵

中
澤
七
郎
　
　
　

　
齋
藤
益
次
郎
　
須
藤
福
次
郎
　

齋
藤
安
治
郎
　
飯
島
百
太
郎
　
齋

藤
辰
藏
　
東
間
慶
次
郎
　
齋
藤
林

太
郎
　
岩
井
初
太
郎
　
岡
田
安
太

郎
　

　
訓
導
　
佐
藤
代
輔
　
代
用
教
員

　
箕
輪
は
ま
　
請
負
人
　
上
原
関

十
郎
　

⑤
寄
付
者
芳
名
の
碑

　
土
地
の
寄
付
者
、
各
関
係
の
寄

　
村
長
金
井
忠
藏
　
助
役
里
見
　
昇

校
長
佐
藤
亀
吉

　
建
築
委
員
　
村
會
議
員
　
飯
島

重
治
郎
　
吉
田
重
次
郎
　
小
井
土

巳
之
吉
　
佐
藤
次
二
郎
　
齋
藤
袈

裟
次

　
學
務
委
員
　
黒
澤
巳
之
吉
　
村

會
議
員
　
神
戸
浅
吉
　
金
井
　
昇

　
長
岡
亀
吉
　
長
岡
喜
八
　
松
本

禎
悟
　
里
見
時
次
　
佐
藤
源
太
郎

　
第
六
區
長
　
武
田
要
太
郎
　
第

七
區
長
　
齋
藤
鉄
太
郎
　
第
八
區

長
　
岡
田
好
次
郎
　
顧
問
　
武
田

浅
次
郎

　
委
員
長
　
武
田
常
五
郎
　
副
委

員
長
　
栁
澤
新
太
郎
　
仝
　
齋
藤

松
五
郎
　
會
計
係
　
齋
藤
乙
重
　

記
録
係
　
永
井
酉
次
郎

　
委
員
　
永
井
浅
吉
　
永
井
多
十

郎
　
飯
島
可
一
　
神
戸
徳
太
郎
　

永
井
仙
太
郎
　
永
井
茂
平
　
岡
田

太
治
　
山
田
國
太
郎
　
青
木
角
蔵

中
澤
七
郎
　
　
　

　
齋
藤
益
次
郎
　
須
藤
福
次
郎
　

齋
藤
安
治
郎
　
飯
島
百
太
郎
　
齋

藤
辰
藏
　
東
間
慶
次
郎
　
齋
藤
林

太
郎
　
岩
井
初
太
郎
　
岡
田
安
太

郎
　

　
訓
導
　
佐
藤
代
輔
　
代
用
教
員

　
箕
輪
は
ま
　
請
負
人
　
上
原
関

十
郎
　

⑤
寄
付
者
芳
名
の
碑

　
土
地
の
寄
付
者
、
各
関
係
の
寄

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

付
者
の
御
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
１
６
０
名
近
い
方
々
な
の

で
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

⑥
記
念
樹

　
多
分
何
か
の
記
念
樹
と
思
い
ま

す
が
庭
の
一
隅
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
通
り
１

３
３
㎝
程
に
育
っ
て
い
ま
す
。
調

べ
ま
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
で
し
た
。

付
者
の
御
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
１
６
０
名
近
い
方
々
な
の

で
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

⑥
記
念
樹

　
多
分
何
か
の
記
念
樹
と
思
い
ま

す
が
庭
の
一
隅
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
通
り
１

３
３
㎝
程
に
育
っ
て
い
ま
す
。
調

べ
ま
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
で
し
た
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

行
事
報
告

11
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
層・諏
訪
神
社 

” で
す
! !

11
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
層・諏
訪
神
社 

” で
す
! ! ④の碑④の碑

懐
か
し
き
　学
び
や
跡
に
　記
念
碑
や

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
　集
会
場

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
9
月
13
日
に
浅
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
ジ
オ
ツ
ア
ー
に
協
議
会

ガ
イ
ド
部
会
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
他
地
域
の
ガ

イ
ド
と
の
交
流
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
県
内
の
ガ
イ
ド
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
天
明
3
年
の
噴
火
に
よ
っ
て

村
ご
と
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
鎌
原
（
か

ん
ば
ら
）
地
区
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
実

際
に
参
加
し
、
浅
間
の
魅
力
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
の
か
研
修
し
て
き
ま

し
た
。

　
浅
間
の
ガ
イ
ド

は
、
浅
間
火
山
が

作
る
雄
大
な
景
色

を
語
る
と
と
も
、

昔
の
人
が
噴
火
災

害
か
ら
の
復
興
に

努
力
し
た
こ
と
に

つ
い
て
も
語
っ
て

お
り
、
来
訪
者
に

伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
ガ
イ
ド
部
会

ジ
オ
ガ
イ
ド
交
流
会
参
加

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
ガ
イ
ド
部
会

ジ
オ
ガ
イ
ド
交
流
会
参
加

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
20
日
（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
諏
訪
神
社
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　下
仁
田
層
・
諏
訪
神
社
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や
す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
美
化
清
掃
は
今
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
次
回
は
令
和
３
年
３
月
か

ら
再
開
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
北
小
学
校
は
、
１
８
７
６
年

（
明
治
９
）
福
泉
寺
（
廃
寺
）
に

上
小
坂
学
校
と
し
て
創
立
を
し
ま

し
た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）

に
西
牧
東
学
校
、
上
小
坂
学
校
、

中
小
坂
学
校
、
下
小
坂
学
校
が
合

併
し
て
第
６
小
学
校
と
な
っ
て
、

上
小
坂
と
中
小
坂
学
校
は
第
６
小

学
校
第
２
分
校
に
、
西
牧
東
学
校

は
第
６
小
学
校
第
１
分
校
と
な
り

ま
し
た
。

　
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
に
は

小
坂
第
二
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て

虻
田
の
民
家
に
移
転
し
ま
し
た
。

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
虻
田
の

現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
て
再

度
移
転
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
独
立
校
、
分
校
を
繰
り

返
し
て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）
に
東
野
牧
小
学
校
、
北
小
学

校
が
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
て
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
舎
は
解
体
さ
れ
ま

し
て
跡
地
に
は
北
小
地
区
集
会
場
、

　
北
小
学
校
は
、
１
８
７
６
年

（
明
治
９
）
福
泉
寺
（
廃
寺
）
に

上
小
坂
学
校
と
し
て
創
立
を
し
ま

し
た
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）

に
西
牧
東
学
校
、
上
小
坂
学
校
、

中
小
坂
学
校
、
下
小
坂
学
校
が
合

併
し
て
第
６
小
学
校
と
な
っ
て
、

上
小
坂
と
中
小
坂
学
校
は
第
６
小

学
校
第
２
分
校
に
、
西
牧
東
学
校

は
第
６
小
学
校
第
１
分
校
と
な
り

ま
し
た
。

　
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
に
は

小
坂
第
二
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て

虻
田
の
民
家
に
移
転
し
ま
し
た
。

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
虻
田
の

現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
て
再

度
移
転
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
独
立
校
、
分
校
を
繰
り

返
し
て
、
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）
に
東
野
牧
小
学
校
、
北
小
学

校
が
小
坂
小
学
校
に
合
併
し
て
廃

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
舎
は
解
体
さ
れ
ま

し
て
跡
地
に
は
北
小
地
区
集
会
場
、

下
仁
田
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
倉

庫
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
校
庭
隅
に
は
新
築
記
念
の
大
き

な
碑
と
１
５
０
名
余
の
寄
付
者
芳

名
碑
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
樹
で

し
ょ
う
か
大
き
く
育
っ
た
プ
ラ
タ

ナ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像

寄
贈
　
須
藤
百
太
郎
　

　
破
損
し
て
、
そ
の
台
座
の
上
に

は
狛
犬
の
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
祝
新
築
落
成
（
国
旗
掲
揚
柱
）

皇
風
洽
六
合

　
昭
和
十
一
年
四
月
三
日

③
下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
長
白
石
正

次
郎
書

④
表
面
：
新
築
記
念
碑

北
甘
楽
郡
教
育
會
長
　
岡
部
榮
信
書

※

大
き
な
立
派
な
記
念
碑
で
す
。

裏
面
：
第
弐
學
校
區
域
建
設

昭
和
十
一
年
四
月

下
仁
田
消
防
団
第
３
分
団
第
２
部
倉

庫
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
校
庭
隅
に
は
新
築
記
念
の
大
き

な
碑
と
１
５
０
名
余
の
寄
付
者
芳

名
碑
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
樹
で

し
ょ
う
か
大
き
く
育
っ
た
プ
ラ
タ

ナ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
二
宮
金
次
郎
像

寄
贈
　
須
藤
百
太
郎
　

　
破
損
し
て
、
そ
の
台
座
の
上
に

は
狛
犬
の
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
祝
新
築
落
成
（
国
旗
掲
揚
柱
）

皇
風
洽
六
合

　
昭
和
十
一
年
四
月
三
日

③
下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
長
白
石
正

次
郎
書

④
表
面
：
新
築
記
念
碑

北
甘
楽
郡
教
育
會
長
　
岡
部
榮
信
書

※

大
き
な
立
派
な
記
念
碑
で
す
。

裏
面
：
第
弐
學
校
區
域
建
設

昭
和
十
一
年
四
月

　
村
長
金
井
忠
藏
　
助
役
里
見
　
昇

校
長
佐
藤
亀
吉

　
建
築
委
員
　
村
會
議
員
　
飯
島

重
治
郎
　
吉
田
重
次
郎
　
小
井
土

巳
之
吉
　
佐
藤
次
二
郎
　
齋
藤
袈

裟
次

　
學
務
委
員
　
黒
澤
巳
之
吉
　
村

會
議
員
　
神
戸
浅
吉
　
金
井
　
昇

　
長
岡
亀
吉
　
長
岡
喜
八
　
松
本

禎
悟
　
里
見
時
次
　
佐
藤
源
太
郎

　
第
六
區
長
　
武
田
要
太
郎
　
第

七
區
長
　
齋
藤
鉄
太
郎
　
第
八
區

長
　
岡
田
好
次
郎
　
顧
問
　
武
田

浅
次
郎

　
委
員
長
　
武
田
常
五
郎
　
副
委

員
長
　
栁
澤
新
太
郎
　
仝
　
齋
藤

松
五
郎
　
會
計
係
　
齋
藤
乙
重
　

記
録
係
　
永
井
酉
次
郎

　
委
員
　
永
井
浅
吉
　
永
井
多
十

郎
　
飯
島
可
一
　
神
戸
徳
太
郎
　

永
井
仙
太
郎
　
永
井
茂
平
　
岡
田

太
治
　
山
田
國
太
郎
　
青
木
角
蔵

中
澤
七
郎
　
　
　

　
齋
藤
益
次
郎
　
須
藤
福
次
郎
　

齋
藤
安
治
郎
　
飯
島
百
太
郎
　
齋

藤
辰
藏
　
東
間
慶
次
郎
　
齋
藤
林

太
郎
　
岩
井
初
太
郎
　
岡
田
安
太

郎
　

　
訓
導
　
佐
藤
代
輔
　
代
用
教
員

　
箕
輪
は
ま
　
請
負
人
　
上
原
関

十
郎
　

⑤
寄
付
者
芳
名
の
碑

　
土
地
の
寄
付
者
、
各
関
係
の
寄

　
村
長
金
井
忠
藏
　
助
役
里
見
　
昇

校
長
佐
藤
亀
吉

　
建
築
委
員
　
村
會
議
員
　
飯
島

重
治
郎
　
吉
田
重
次
郎
　
小
井
土

巳
之
吉
　
佐
藤
次
二
郎
　
齋
藤
袈

裟
次

　
學
務
委
員
　
黒
澤
巳
之
吉
　
村

會
議
員
　
神
戸
浅
吉
　
金
井
　
昇

　
長
岡
亀
吉
　
長
岡
喜
八
　
松
本

禎
悟
　
里
見
時
次
　
佐
藤
源
太
郎

　
第
六
區
長
　
武
田
要
太
郎
　
第

七
區
長
　
齋
藤
鉄
太
郎
　
第
八
區

長
　
岡
田
好
次
郎
　
顧
問
　
武
田

浅
次
郎

　
委
員
長
　
武
田
常
五
郎
　
副
委

員
長
　
栁
澤
新
太
郎
　
仝
　
齋
藤

松
五
郎
　
會
計
係
　
齋
藤
乙
重
　

記
録
係
　
永
井
酉
次
郎

　
委
員
　
永
井
浅
吉
　
永
井
多
十

郎
　
飯
島
可
一
　
神
戸
徳
太
郎
　

永
井
仙
太
郎
　
永
井
茂
平
　
岡
田

太
治
　
山
田
國
太
郎
　
青
木
角
蔵

中
澤
七
郎
　
　
　

　
齋
藤
益
次
郎
　
須
藤
福
次
郎
　

齋
藤
安
治
郎
　
飯
島
百
太
郎
　
齋

藤
辰
藏
　
東
間
慶
次
郎
　
齋
藤
林

太
郎
　
岩
井
初
太
郎
　
岡
田
安
太

郎
　

　
訓
導
　
佐
藤
代
輔
　
代
用
教
員

　
箕
輪
は
ま
　
請
負
人
　
上
原
関

十
郎
　

⑤
寄
付
者
芳
名
の
碑

　
土
地
の
寄
付
者
、
各
関
係
の
寄

里
見
哲
夫

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

下
仁
田
町
立
北
小
学
校
跡

付
者
の
御
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
１
６
０
名
近
い
方
々
な
の

で
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

⑥
記
念
樹

　
多
分
何
か
の
記
念
樹
と
思
い
ま

す
が
庭
の
一
隅
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
通
り
１

３
３
㎝
程
に
育
っ
て
い
ま
す
。
調

べ
ま
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
で
し
た
。

付
者
の
御
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
１
６
０
名
近
い
方
々
な
の

で
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

⑥
記
念
樹

　
多
分
何
か
の
記
念
樹
と
思
い
ま

す
が
庭
の
一
隅
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
通
り
１

３
３
㎝
程
に
育
っ
て
い
ま
す
。
調

べ
ま
し
た
ら
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
で
し
た
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

行
事
報
告

11
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
層・諏
訪
神
社 

” で
す
! !

11
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
層・諏
訪
神
社 

” で
す
! ! ④の碑④の碑

懐
か
し
き
　学
び
や
跡
に
　記
念
碑
や

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
　集
会
場

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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令和２年
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436号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下
仁

田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の
名
所

や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
で
す
。
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い

う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
現
地
に
出
向
い
て

の
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

注
：
参
加
者
（
同
伴
者
含
む
）
は
、
群
馬

県
在
住
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
製
鉄
が
始
ま

り
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
草
分
け
と

な
っ
た
中
小
坂
鉄
山
。
跡
地
を
視
察
し

な
が
ら
不
思
議
発
見
魅
力
に
せ
ま
る
。

●
日
時

令
和
２
年
11
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
跡
・
製
鉄
所
跡

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
駐
車
場
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場
及
び

旧
下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
（
相
乗
り

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
演
題
　「
中
小
坂
鉄
山
の
発
見
」

●
講
師
　
原
田
　
喬
　
先
生
（
中
小
坂

鉄
山
研
究
会
理
事
、
産
業
遺
産
学
会
監

査
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日

10
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
５
日
（
木
）

※

運
動
靴
や
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
 

雨
天
の
場
合
は
、
近
隣
の
公
会
堂
で

講
演
い
た
し
ま
す
。

　
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田
Ｉ
Ｃ
の
建

設
に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し
た
下
鎌
田

遺
跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装
身
具
で
、

大
変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦
状
耳
飾
な

ど
と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
更
に
こ
の
耳
飾
は
、
日
本
国
内
に
な

い
材
質
と
判
明
し
、
上
毛
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
日
時

令
和
２
年
12
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　 

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室
　

●
講
座
演
題

「
日
本
の
耳
飾
の
ル
ー
ツ
と
下
仁
田
町
」

●
講
師
　
中
村
由
克
　
先
生
（
下
仁
田

町
自
然
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日

10
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
３
日
（
木
）

※

参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
の

消
毒
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・参
加
申
し
込
み
先

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
に
よ
り
内
容
等
の
変
更
も
し
く

は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
中
止
の
場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
巴
工
業
株
式
会
社
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）
我
妻
浩
一
代
表
取
締
役

か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
、
金
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。
巴
工
業
株
式
会

社
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
、
す
で
に

３
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
寄
付
を
合
わ
せ
、
総

計
４
０
０
万
円
を
納
税
に
よ
り
ご

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　巴
工
業
㈱
が
下
仁
田
町
に
1
0
0
万
円
寄
付

　
大
井
田
文
雄
さ
ん
（
下
仁
田
）

が
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
会

の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
10
月
１

日
か
ら
４
年
間
、
下
仁
田
町
教
育

委
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
め
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
、
新
し
く
小
井

圡
久
雄
さ
ん
（
南
野
牧
）
が
下
仁

田
町
等
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
退
任
さ
れ
た
飯
嶋
常
男
さ

ん
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。 新

公
平
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
雨
天
の
た
め
順
延
さ
れ
て
い
た

第
33
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
、
９

月
13
日
（
日
）
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

に
よ
り
学
生
の
参
加
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
女
子
の
部
も
行
わ

れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
３３
回

町
民
テ
ニ
ス
大
会

優 勝

準 優 勝

第 ３ 位

赤岩　素明

戸塚　均

手塚　愛里

吉野　千久沙

男子シングルス 女子シングルス

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
…

　
町
で
は
、
町
内
金
融
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
対
象
学
生
が
卒
業
後
、
町
へ

定
住
す
れ
ば
奨
学
ロ
ー
ン
相
当
額
を
補

助
す
る
奨
学
金
制
度
「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、

内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受

け
、
専
門
基
金
を
原
資
に
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
奨
学
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
、
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
事
業
に
賛
同
の
上
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ご
寄
付
に

よ
り
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

企
画
課
　
☎
82
―
２
１
１
１

中澤　一夫
阪本　睦

大井田文雄さん
（下仁田）

小井圡久雄さん
（南野牧）

寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
下

仁
田
町
は
、
若
者
の
定
住
施
策
で

あ
る
「
ネ
ギ
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
下
仁

田
奨
学
金
」
の
財
源
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
９
月
23
日
に
は
下
仁
田
町
　
原

秀
男
町
長
よ
り
、
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

広
報しもにた

公民館だより公民館だより
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令和２年
11月1日発行
436号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

●
下
仁
田
学
の
ご
案
内

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

　
公
民
館
で
は
、
地
域
学
と
し
て
「
下
仁

田
学
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」
と
は
、
下
仁
田
町
の
名
所

や
史
跡
、
歴
史
や
文
化
自
然
史
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
で
す
。
下
仁
田
町
に
関
心
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
聞
い
て
み
た
い
と
い

う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
現
地
に
出
向
い
て

の
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

注
：
参
加
者
（
同
伴
者
含
む
）
は
、
群
馬

県
在
住
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
製
鉄
が
始
ま

り
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
草
分
け
と

な
っ
た
中
小
坂
鉄
山
。
跡
地
を
視
察
し

な
が
ら
不
思
議
発
見
魅
力
に
せ
ま
る
。

●
日
時

令
和
２
年
11
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
跡
・
製
鉄
所
跡

●
集
合
場
所
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場

●
駐
車
場
　
中
小
坂
鉄
山
駐
車
場
及
び

旧
下
仁
田
町
立
小
坂
小
学
校
（
相
乗
り

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
演
題
　「
中
小
坂
鉄
山
の
発
見
」

●
講
師
　
原
田
　
喬
　
先
生
（
中
小
坂

鉄
山
研
究
会
理
事
、
産
業
遺
産
学
会
監

査
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日

10
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
５
日
（
木
）

※

運
動
靴
や
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
 

雨
天
の
場
合
は
、
近
隣
の
公
会
堂
で

講
演
い
た
し
ま
す
。

　
上
信
越
自
動
車
道
下
仁
田
Ｉ
Ｃ
の
建

設
に
先
立
ち
、
発
掘
調
査
し
た
下
鎌
田

遺
跡
よ
り
出
土
の
石
製
の
装
身
具
で
、

大
変
珍
し
い
縄
文
時
代
の
玦
状
耳
飾
な

ど
と
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
更
に
こ
の
耳
飾
は
、
日
本
国
内
に
な

い
材
質
と
判
明
し
、
上
毛
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
日
時

令
和
２
年
12
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　 

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室
　

●
講
座
演
題

「
日
本
の
耳
飾
の
ル
ー
ツ
と
下
仁
田
町
」

●
講
師
　
中
村
由
克
　
先
生
（
下
仁
田

町
自
然
史
館
館
長
）

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
、

家
族
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法
　
電
話
【
参
加
者
の
お
名

前
（
高
校
生
の
場
合
は
学
年
も
）
、
住

所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

●
参
加
申
込
日

10
月
１
日
（
木
）
〜
12
月
３
日
（
木
）

※

参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
の

消
毒
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ・参
加
申
し
込
み
先

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
に
よ
り
内
容
等
の
変
更
も
し
く

は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
中
止
の
場
合
は
、
連
絡
い
た
し
ま
す
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

②
下
仁
田
町
指
定
史
跡

「
中
小
坂
鉄
山・製
鉄
所
跡
」

（
日
本
で
最
初
の
近
代
製
鉄
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

③
下
仁
田
町
指
定
重
要
文
化
財

「
玦（
け
つ
）状
耳
飾
」

（
渡
来
品
か
！
縄
文
時
代
の
耳
飾
）

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
巴
工
業
株
式
会
社
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）
我
妻
浩
一
代
表
取
締
役

か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
、
金
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。
巴
工
業
株
式
会

社
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
、
す
で
に

３
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
寄
付
を
合
わ
せ
、
総

計
４
０
０
万
円
を
納
税
に
よ
り
ご

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　巴
工
業
㈱
が
下
仁
田
町
に
1
0
0
万
円
寄
付

　
大
井
田
文
雄
さ
ん
（
下
仁
田
）

が
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
会

の
同
意
を
得
て
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
10
月
１

日
か
ら
４
年
間
、
下
仁
田
町
教
育

委
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
め
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
、
新
し
く
小
井

圡
久
雄
さ
ん
（
南
野
牧
）
が
下
仁

田
町
等
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
退
任
さ
れ
た
飯
嶋
常
男
さ

ん
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。 新

公
平
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
雨
天
の
た
め
順
延
さ
れ
て
い
た

第
33
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
、
９

月
13
日
（
日
）
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

に
よ
り
学
生
の
参
加
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
女
子
の
部
も
行
わ

れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
３３
回

町
民
テ
ニ
ス
大
会

優 勝

準 優 勝

第 ３ 位

赤岩　素明

戸塚　均

手塚　愛里

吉野　千久沙

男子シングルス 女子シングルス

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
…

　
町
で
は
、
町
内
金
融
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
対
象
学
生
が
卒
業
後
、
町
へ

定
住
す
れ
ば
奨
学
ロ
ー
ン
相
当
額
を
補

助
す
る
奨
学
金
制
度
「
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、

内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受

け
、
専
門
基
金
を
原
資
に
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
奨
学
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
、
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
事
業
に
賛
同
の
上
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ご
寄
付
に

よ
り
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

企
画
課
　
☎
82
―
２
１
１
１

中澤　一夫
阪本　睦

大井田文雄さん
（下仁田）

小井圡久雄さん
（南野牧）

寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
下

仁
田
町
は
、
若
者
の
定
住
施
策
で

あ
る
「
ネ
ギ
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
下
仁

田
奨
学
金
」
の
財
源
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
９
月
23
日
に
は
下
仁
田
町
　
原

秀
男
町
長
よ
り
、
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

広
報しもにた

公民館だより公民館だより
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
よ
り

高
め
、
皆
で
火
災
の
発
生
を
予
防

し
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
高
齢
者
を

中
心
と
し
た
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識

の
向
上
が
、
地
域
全
体
の
防
火
意
識

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。も
う
一

度
、
家
庭
内
の
防
火
対
策
等
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
火
災
を
発

生
さ
せ
な
い
、
燃
え
広
が
ら
せ
な

い
、を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
新
し
い
生
活
様
式
を
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
多
く
の
こ
と
で

自
宅
内
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。火
気
を
多
く
取
り

扱
う
時
季
に
な
り
、
暖
房
機
器
の
使

用
状
況
、
電
気
機
器
の
コ
ン
セ
ン
ト

へ
の
配
線
状
況
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
及
び
維
持
管
理
等
の
再

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
幼
少
年
女

性
防
火
委
員
会
が
開
催
す
る
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
」
が
11
月
16
日
か
ら
11

月
25
日
ま
で
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
エ
に
て
実
施
さ

れ
ま
す
。マ
ス
ク
着
用
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

　
常
用
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

労
働
者
な
ど
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
は
保
健
課
環
境
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人

に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
保
健
課
　
環
境
係
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12
日

（
木
）
か
ら
同
月
18
日
（
水
）
ま
で
の

一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間
」と
し
て
、夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長

し
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」専
用

電
話
番
号
は

全
国
共
通

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

対
す
る
お
願
い

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
発
熱
症
状
の
あ

る
方
、
風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
、
ご

来
院
前
に
必
ず
電
話
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
様
な
症
状
が
あ
る
と

き
は
、
バ
ス
・
電
車
等
の
公
共
交
通

機
関
の
利
用
は
極
力
避
け
て
来
院

し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
全
体
の
感
染
対
策
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。職

員
の
身
分
は
地
方
公
務
員
で
す
。

◎
社
会
福
祉
士
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）（
正
規
職
員
）

●
募
集
人
員
　
1
名

●
試
験
内
容
　
作
文
・
面
接

●
試
験
日
　
令
和
2
年
12
月（
予
定
）

●
申
込
期
限
　
11
月
1
日
〜
30
日

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
職
場
見
学
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

『
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に
　

金
メ
ダ
ル
』
が
令
和
2
年
度
の
全
国

統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
こ
の
火
災
予
防
運
動
は
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

　
質
量
計
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー

タ
ー
、体
温
計
、血
圧
計
、ガ
ソ
リ
ン

メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し

が
安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。群
馬

県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭
の
体
重

計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の
精
度

確
認
の
ご
依
頼
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。ま
た
、
計
量
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
２
４
３
６

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て

●
日
時

11
月
10
日
、
12
月
１
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
第
２
火
曜

日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
12
月
に
開

催
し
て
い
る
町
民
卓
球
大
会
は
中

止
い
た
し
ま
す
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
　
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５

　
吉
崎
団
地
の
改
修
工
事
が
完
了

し
ま
す
。住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
吉
崎
団
地

◯
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

◯
募
集
戸
数
　
３
戸
（
昭
和
57
年
度

建
設
） 

◯
間
取
り
等
　
２
階
建
、
３
D
K

（
約
66
㎡
）

◯
家
賃
　
月
額
1
6
、
1
0
0
円
〜

2
3
、
9
0
0
円
（
収
入
に
よ
り
変

動
あ
り
）

◯
共
益
費（
浄
化
槽
等
管
理
費
）

月
額
3
、5
0
0
円

◯
駐
車
場
　
月
額
1
、
6
5
0
円

/
1
台

◯
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

◯
資
格
　
所
得
制
限
・
扶
養
親
族

要
件
あ
り

●
受
付
日
時
　
11
月
2
日
（
月
）
〜

16
日
（
月
）
の
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
、
納
税
証
明

書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書

類※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

第
３９
回
町
民
卓
球
大
会

中
止
に
つ
い
て

１１
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

行
政
相
談

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
よ
り

高
め
、
皆
で
火
災
の
発
生
を
予
防

し
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
高
齢
者
を

中
心
と
し
た
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識

の
向
上
が
、
地
域
全
体
の
防
火
意
識

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。も
う
一

度
、
家
庭
内
の
防
火
対
策
等
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
火
災
を
発

生
さ
せ
な
い
、
燃
え
広
が
ら
せ
な

い
、を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
新
し
い
生
活
様
式
を
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
多
く
の
こ
と
で

自
宅
内
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。火
気
を
多
く
取
り

扱
う
時
季
に
な
り
、
暖
房
機
器
の
使

用
状
況
、
電
気
機
器
の
コ
ン
セ
ン
ト

へ
の
配
線
状
況
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
及
び
維
持
管
理
等
の
再

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
富
岡
甘
楽
広
域
幼
少
年
女

性
防
火
委
員
会
が
開
催
す
る
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
」
が
11
月
16
日
か
ら
11

月
25
日
ま
で
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
エ
に
て
実
施
さ

れ
ま
す
。マ
ス
ク
着
用
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

　
常
用
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

労
働
者
な
ど
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
4

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
は
保
健
課
環
境
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人

に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
保
健
課
　
環
境
係
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
12
日

（
木
）
か
ら
同
月
18
日
（
水
）
ま
で
の

一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間
」と
し
て
、夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長

し
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」専
用

電
話
番
号
は

全
国
共
通

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

対
す
る
お
願
い

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
発
熱
症
状
の
あ

る
方
、
風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
、
ご

来
院
前
に
必
ず
電
話
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
様
な
症
状
が
あ
る
と

き
は
、
バ
ス
・
電
車
等
の
公
共
交
通

機
関
の
利
用
は
極
力
避
け
て
来
院

し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
全
体
の
感
染
対
策
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。職

員
の
身
分
は
地
方
公
務
員
で
す
。

◎
社
会
福
祉
士
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）（
正
規
職
員
）

●
募
集
人
員
　
1
名

●
試
験
内
容
　
作
文
・
面
接

●
試
験
日
　
令
和
2
年
12
月（
予
定
）

●
申
込
期
限
　
11
月
1
日
〜
30
日

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
職
場
見
学
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

『
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に
　

金
メ
ダ
ル
』
が
令
和
2
年
度
の
全
国

統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
こ
の
火
災
予
防
運
動
は
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

　
質
量
計
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
メ
ー

タ
ー
、体
温
計
、血
圧
計
、ガ
ソ
リ
ン

メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し

が
安
全
で
安
心
で
あ
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
計
量
器
が
正
し
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。群
馬

県
計
量
検
定
所
で
は
、
家
庭
の
体
重

計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の
精
度

確
認
の
ご
依
頼
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。ま
た
、
計
量
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
方
法
　
来
所
又
は
電
話

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
２
４
３
６

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば

最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て

●
日
時

11
月
10
日
、
12
月
１
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
第
２
火
曜

日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
12
月
に
開

催
し
て
い
る
町
民
卓
球
大
会
は
中

止
い
た
し
ま
す
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
　
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５

　
吉
崎
団
地
の
改
修
工
事
が
完
了

し
ま
す
。住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
吉
崎
団
地

◯
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

◯
募
集
戸
数
　
３
戸
（
昭
和
57
年
度

建
設
） 

◯
間
取
り
等
　
２
階
建
、
３
D
K

（
約
66
㎡
）

◯
家
賃
　
月
額
1
6
、
1
0
0
円
〜

2
3
、
9
0
0
円
（
収
入
に
よ
り
変

動
あ
り
）

◯
共
益
費（
浄
化
槽
等
管
理
費
）

月
額
3
、5
0
0
円

◯
駐
車
場
　
月
額
1
、
6
5
0
円

/
1
台

◯
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

◯
資
格
　
所
得
制
限
・
扶
養
親
族

要
件
あ
り

●
受
付
日
時
　
11
月
2
日
（
月
）
〜

16
日
（
月
）
の
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

●
提
出
書
類
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
、
納
税
証
明

書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書

類※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

第
３９
回
町
民
卓
球
大
会

中
止
に
つ
い
て

１１
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

行
政
相
談

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ

の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一

部
に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出

す
る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
減

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を

講
じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外
犯

罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、死
亡
、

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本

赤
十
字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の

方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。町
民

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も
平

日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所

役
場 

福
祉
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
21

日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
か
ら
、
国
が
推
奨
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

「
下
仁
田
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

の
利
用
者
へ
使
用
料
の
支
援
を
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
施
設
を
活
用
し
て

●
講
師
　
飯
田
秀
雄
先
生

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
家
協
会

（
J
・
P
・
S
）会
員

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
協
会

（
P
・
S
・
J
）会
員

●
定
員
　
20
名
（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
金

等
含
む
）

●
当
日
の
服
装

山
歩
き
が
で
き
る
服
装

●
用
意
す
る
も
の

カ
メ
ラ
、
三
脚
、
弁
当
、
飲
料
水
、
雨

具
等

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

電
話
又
は
F
A
X
に
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。申
込
み
の
際
は
、
必
ず
住

所
、氏
名
、年
齢
、及
び
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
群
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
】

☎
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
1

℻
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
2

※
荒
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。当
日
連
絡
『
さ
く
ら
の

里
』
管
理
事
務
所
（
甘
楽
郡
下
仁
田

町
大
字
上
小
坂
1
2
5
8
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
4
0
0

「
人
権
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

in
と
み
お
か
」

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

「
男
性
の
た
め
の
食
育
講
座
」

受
講
者
募
集
！

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

11
月
21
日（
土
） 

さ
く
ら
の
里

秋
の
写
真
教
室

◎
人
権
教
育
・
啓
発
講
演
会

●
日
時
　
12
月
5
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら
3
時
30
分（
1
時
開
場
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ー
ル

●
演
題
　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人

と
の
か
か
わ
り
合
い
〜
突
然
、
僕
は

殺
人
犯
に
さ
れ
た
〜
」

●
講
師
　
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
氏

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
1
3
0
人
（
申
込
先
着

順
）

●
そ
の
他
　
手
話
通
訳
有

◎
関
連
行
事

午
後
2
時
か
ら
3
時

第
17
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式

◎
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展
示

●
展
示
期
間
　
12
月
1
日
（
火
）
〜

8
日（
火
）※
休
館
日（
月
）を
除
く

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ワ
イ
エ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
3
6
2

　
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
「
男
性

の
た
め
の
料
理
教
室
」
の
ス
タ
イ
ル

を
変
え
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。男

性
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
対
象
者

町
内
在
住
の
男
性
15
名（
先
着
順
）

●
内
容

　
気
軽
に
聴
い
て
た
め
に
な
る
健

康
講
話
交
流
会
（
お
み
や
げ
付

き
！
）

●
塩
分
測
定
　
ご
家
庭
の
み
そ
汁

を
大
さ
じ
２
杯
程
度
お
持
ち
い
た

だ
け
る
と
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用
　
無
料

●
持
ち
物
　
筆
記
具

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）☎
82
―
５
４
９
０

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人
に
対

し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査
に
よ
り
、
減

額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課
（
0
2
7
4
―

62
―
0
1
1
0 

内
線
2
1
1
）

　
さ
く
ら
の
里
で
は
、
秋
に
も
花
が

咲
く
十
月
桜
、
冬
桜
な
ど
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
妙
義
山 （
金
洞
山
） 

を
背

景
に
モ
ミ
ジ
・
カ
エ
デ
類
な
ど
木
々

の
秋
色
も
楽
し
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
群
馬
県
森
林
・
緑
整
備

基
金
で
は
「
秋
の
写
真
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時

令
和
2
年
11
月
21
日 （
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
現
地
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
さ

く
ら
の
里
」 

中
央
園
地
駐
車
場

い
た
だ
く
た
め
に
、
内
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
　
下
仁
田
町
大
字
下
仁

田
2
0
3
―
3

●
参
加
費
　
無
料

　
内
覧
会
開
催
時
間
中
は
施
設
を

予
約
な
し
で
開
放
し
、
現
地
に
て
施

設
概
要
や
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
町
内
外
、
一
般
の
方
、
企
業
の
方

等
制
限
な
く
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。ご
都
合
の
い
い
時
間
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　詳
細
は
下
仁
田

町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
Ｈ
Ｐ「
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
広
報
し
も
に
た
10
月
号
（
８
Ｐ
）

『
ヤ
マ
ビ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
』

の
記
事
中

（
誤
）
デ
ィ
ー
ト
入
り
の
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

（
正
）
デ
ィ
ー
ト
30
％
入
り
の
虫
よ

け
ス
プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
を
受
け
、
本
年
は
開
催
が
見
送

ら
れ
た
下
仁
田
諏
訪
神
社
秋
季
例

大
祭
の
歴
史
や
法
被
、
映
像
な
ど
を

展
示
し
た
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
3
日
か
ら
25
日
ま
で

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
々
来
場
し
、
伝
統
文
化
に

ふ
れ
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
詫
び
と
訂
正

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
！

下
仁
田
諏
訪
神
社

秋
季
例
大
祭
写
真
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

善
意
の
紹
介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
群
馬
県
学
校
生
活
協
同
組
合

　
　
理
事
長
　
金
井
修
一
郎
　
様

　
　
　
　
　
（
前
橋
市
）

　
　
品
目
　
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
６
本

町
の

話
題
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ

の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一

部
に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出

す
る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
減

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を

講
じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外
犯

罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、死
亡
、

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本

赤
十
字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の

方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。町
民

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も
平

日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所

役
場 

福
祉
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
21

日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
か
ら
、
国
が
推
奨
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

「
下
仁
田
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」

の
利
用
者
へ
使
用
料
の
支
援
を
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
施
設
を
活
用
し
て

●
講
師
　
飯
田
秀
雄
先
生

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
家
協
会

（
J
・
P
・
S
）会
員

公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
協
会

（
P
・
S
・
J
）会
員

●
定
員
　
20
名
（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
金

等
含
む
）

●
当
日
の
服
装

山
歩
き
が
で
き
る
服
装

●
用
意
す
る
も
の

カ
メ
ラ
、
三
脚
、
弁
当
、
飲
料
水
、
雨

具
等

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

電
話
又
は
F
A
X
に
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。申
込
み
の
際
は
、
必
ず
住

所
、氏
名
、年
齢
、及
び
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
群
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
】

☎
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
1

℻
0
2
7
―
3
8
6
―
5
9
0
2

※
荒
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。当
日
連
絡
『
さ
く
ら
の

里
』
管
理
事
務
所
（
甘
楽
郡
下
仁
田

町
大
字
上
小
坂
1
2
5
8
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
4
0
0

「
人
権
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

in
と
み
お
か
」

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

「
男
性
の
た
め
の
食
育
講
座
」

受
講
者
募
集
！

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

11
月
21
日（
土
） 

さ
く
ら
の
里

秋
の
写
真
教
室

◎
人
権
教
育
・
啓
発
講
演
会

●
日
時
　
12
月
5
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら
3
時
30
分（
1
時
開
場
）

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ー
ル

●
演
題
　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人

と
の
か
か
わ
り
合
い
〜
突
然
、
僕
は

殺
人
犯
に
さ
れ
た
〜
」

●
講
師
　
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
氏

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
1
3
0
人
（
申
込
先
着

順
）

●
そ
の
他
　
手
話
通
訳
有

◎
関
連
行
事

午
後
2
時
か
ら
3
時

第
17
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式

◎
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展
示

●
展
示
期
間
　
12
月
1
日
（
火
）
〜

8
日（
火
）※
休
館
日（
月
）を
除
く

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ワ
イ
エ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
3
6
2

　
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
「
男
性

の
た
め
の
料
理
教
室
」
の
ス
タ
イ
ル

を
変
え
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。男

性
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
対
象
者

町
内
在
住
の
男
性
15
名（
先
着
順
）

●
内
容

　
気
軽
に
聴
い
て
た
め
に
な
る
健

康
講
話
交
流
会
（
お
み
や
げ
付

き
！
）

●
塩
分
測
定
　
ご
家
庭
の
み
そ
汁

を
大
さ
じ
２
杯
程
度
お
持
ち
い
た

だ
け
る
と
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用
　
無
料

●
持
ち
物
　
筆
記
具

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）☎
82
―
５
４
９
０

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人
に
対

し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査
に
よ
り
、
減

額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課
（
0
2
7
4
―

62
―
0
1
1
0 

内
線
2
1
1
）

　
さ
く
ら
の
里
で
は
、
秋
に
も
花
が

咲
く
十
月
桜
、
冬
桜
な
ど
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
妙
義
山 （
金
洞
山
） 

を
背

景
に
モ
ミ
ジ
・
カ
エ
デ
類
な
ど
木
々

の
秋
色
も
楽
し
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
群
馬
県
森
林
・
緑
整
備

基
金
で
は
「
秋
の
写
真
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時

令
和
2
年
11
月
21
日 （
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
現
地
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
さ

く
ら
の
里
」 

中
央
園
地
駐
車
場

い
た
だ
く
た
め
に
、
内
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
　
下
仁
田
町
大
字
下
仁

田
2
0
3
―
3

●
参
加
費
　
無
料

　
内
覧
会
開
催
時
間
中
は
施
設
を

予
約
な
し
で
開
放
し
、
現
地
に
て
施

設
概
要
や
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
町
内
外
、
一
般
の
方
、
企
業
の
方

等
制
限
な
く
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。ご
都
合
の
い
い
時
間
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　詳
細
は
下
仁
田

町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
Ｈ
Ｐ「
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
広
報
し
も
に
た
10
月
号
（
８
Ｐ
）

『
ヤ
マ
ビ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
』

の
記
事
中

（
誤
）
デ
ィ
ー
ト
入
り
の
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

（
正
）
デ
ィ
ー
ト
30
％
入
り
の
虫
よ

け
ス
プ
レ
ー
は
、
12
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
を
受
け
、
本
年
は
開
催
が
見
送

ら
れ
た
下
仁
田
諏
訪
神
社
秋
季
例

大
祭
の
歴
史
や
法
被
、
映
像
な
ど
を

展
示
し
た
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
3
日
か
ら
25
日
ま
で

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
々
来
場
し
、
伝
統
文
化
に

ふ
れ
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
詫
び
と
訂
正

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
！

下
仁
田
諏
訪
神
社

秋
季
例
大
祭
写
真
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

善
意
の
紹
介

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
へ
の
寄
付

　
群
馬
県
学
校
生
活
協
同
組
合

　
　
理
事
長
　
金
井
修
一
郎
　
様

　
　
　
　
　
（
前
橋
市
）

　
　
品
目
　
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
６
本

町
の

話
題
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乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で

最
も
多
い
が
ん
で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が

ん
に
な
る
女
性
は
、
10
人
に
１
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い
が
ん
で
す
。

　
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の

が
普
通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
デ
リ

ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自

身
の
た
め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の

た
め
に
も
、
2
年
に
１
度
は
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
事
前
予
約
制
】乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
令和２年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

・自宅で検温してから、検診にお越しください。（37.5℃以上の場合は、別の日に受診を
お願いします）
・マスクの着用をお願いいたします。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）　☎82－5490

11/2（月）8：30から☎82-5490にて受付開始（各日70名の予約制です。）

20歳以上の女性で
令和２年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日

乳がん検診

R2.4.1現在

４０歳

45歳

50歳

55歳

60歳

●内容

無料クーポン
対象者

検診日の
注意事項

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日

平成11年4月2日～平成12年4月1日

平成 6年4月2日～平成 7年4月1日

平成元年4月2日～平成2年4月1日

昭和59年4月2日～昭和60年4月1日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

子宮頸がん検診

R2.4.1現在

２０歳

25歳

30歳

35歳

40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

令和２年
12月18日（金）

活性化センター
（本宿）

日　程 会　場 対象地区

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉地区
小坂地区

馬山地区

下仁田地区

令和３年
１月６日（水）

令和３年
１月23日（土）

令和３年
２月３日（水）

13時～13時15分 13時～13時15分

●受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

●集団検診日程（他地区でも受診可能です）

①13時15分～13時30分

②13時30分～13時45分

③13時45分～14時00分

④14時00分～14時15分

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

健康健康

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
移
り
季
や
朝
夕
確
な
秋
の
風

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夕
暮
れ
て
風
穴
の
山
子
鹿
鳴
く

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
マ
ク
ワ
ウ
リ
届
き
て
冷
し
て
食
せ
ば
香
味
遥
か
昔
い
て
の
ま
ま
に 

　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
わ
き
い
ず
る
噴
水
の
ご
と
気
力
ほ
し
有
り
ふ
れ
し
こ
と
子
に
支
え
ら
れ

　

  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
稜
線
が
色
つ
き
始
め
日
に
紅
く
紅
葉
前
線
山
里
へ
向
け

　
　
　
　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

【
下
仁
田
星
俳
句
会
九
月
句
会
】

■
山
羊
の
子
を
犬
と
間
違
う
霧
の
朝

　
　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
や
厳
し
残
暑
に
居
て
も
無
事

　
　吉
田
文
子

■
露
草
や
一
滴
こ
ぼ
す
露
も
た
ず

　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
愛
想
よ
く
風
を
招
き
て
猫
じ
ゃ
ら
し

　
　
　高
田
ト
ク

■
強
き
陽
も
秋
を
含
ん
だ
風
の
あ
り

　
　
　
　新
井
笑
子

■
新
涼
や
杜
の
ふ
と
こ
ろ
風
か
ろ
し

　
　
　
　佐
藤
信
香

■
朝
夕
の
肌
に
触
れ
来
る
秋
気
か
な

　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
酔
芙
蓉
一
日
を
包
む
紅
あ
わ
し

　
　
　
　
　須
藤
禮
子

■
母
の
手
も
と
れ
ぬ
面
会
秋
暑
し

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
虫
の
声
太
ら
せ
て
濃
し
過
疎
の
闇

　
　
　
　今
井
陽
子

9月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

小野寺史宜

村上春樹

カンザキイオリ

宮本輝

池井戸潤

原田マハ

佐々木裕一

鈴木英治

書名

タクジョ！

一人称単数

あの夏が飽和する

灯台からの響き

半沢直樹 アルルカンと道化師

<あの絵>のまえで

身代わり若殿 葉月定光シリーズ

親子十手捕物日記

著者名

鳥羽亮

今井義和

堀江貴文

橋下徹

ながれ てんせい

洪在徹

池上彰

書名

三人の用心棒よろず屋平兵衛 江戸日記

美しい日本の名俳句

将来の夢なんか、いま叶えろ。

異端のすすめ 強みを武器にする生き方

おかしんだいねえ！ 甘楽弁の世界

ピラミッドのサバイバル2

なぜ僕らは働くのか

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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乳
が
ん
は
、
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で

最
も
多
い
が
ん
で
、
一
生
涯
に
一
度
乳
が

ん
に
な
る
女
性
は
、
10
人
に
１
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

20
代
か
ら
30
代
が
最
も
多
い
が
ん
で
す
。

　
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
症
状
の
な
い
の

が
普
通
で
、
症
状
が
な
く
て
も
が
ん
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
デ
リ

ケ
ー
ト
な
部
分
の
検
査
で
す
が
、
自
分
自

身
の
た
め
、
あ
な
た
を
必
要
と
す
る
人
の

た
め
に
も
、
2
年
に
１
度
は
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
で
、
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
事
前
予
約
制
】乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

40歳以上の女性で
令和２年4月1日現在偶数年齢の方
視触診（医師の診察）とマンモグラフィ

・自宅で検温してから、検診にお越しください。（37.5℃以上の場合は、別の日に受診を
お願いします）
・マスクの着用をお願いいたします。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）　☎82－5490

11/2（月）8：30から☎82-5490にて受付開始（各日70名の予約制です。）

20歳以上の女性で
令和２年4月1日現在偶数年齢の方
子宮頸部細胞診検査

生年月日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日

乳がん検診

R2.4.1現在

４０歳

45歳

50歳

55歳

60歳

●内容

無料クーポン
対象者

検診日の
注意事項

対象者

検診内容
持参する物

予約方法

自己負担金

生年月日

平成11年4月2日～平成12年4月1日

平成 6年4月2日～平成 7年4月1日

平成元年4月2日～平成2年4月1日

昭和59年4月2日～昭和60年4月1日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

子宮頸がん検診

R2.4.1現在

２０歳

25歳

30歳

35歳

40歳

受診票・自己負担金

ただし、無料クーポン対象者は自己負担なし。6月に配布したクーポンを持参してください。
1,000円 500円

令和２年
12月18日（金）

活性化センター
（本宿）

日　程 会　場 対象地区

保健センター

保健センター

保健センター

西牧地区

青倉地区
小坂地区

馬山地区

下仁田地区

令和３年
１月６日（水）

令和３年
１月23日（土）

令和３年
２月３日（水）

13時～13時15分 13時～13時15分

●受付時間（予約した受付時間内に会場へお越しください）

●集団検診日程（他地区でも受診可能です）

①13時15分～13時30分

②13時30分～13時45分

③13時45分～14時00分

④14時00分～14時15分

乳がんのみ 乳・子宮頸がん 子宮頸がんのみ

健康健康

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
移
り
季
や
朝
夕
確
な
秋
の
風

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夕
暮
れ
て
風
穴
の
山
子
鹿
鳴
く

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
マ
ク
ワ
ウ
リ
届
き
て
冷
し
て
食
せ
ば
香
味
遥
か
昔
い
て
の
ま
ま
に 

　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
わ
き
い
ず
る
噴
水
の
ご
と
気
力
ほ
し
有
り
ふ
れ
し
こ
と
子
に
支
え
ら
れ

　

  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
稜
線
が
色
つ
き
始
め
日
に
紅
く
紅
葉
前
線
山
里
へ
向
け

　
　
　
　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

【
下
仁
田
星
俳
句
会
九
月
句
会
】

■
山
羊
の
子
を
犬
と
間
違
う
霧
の
朝

　
　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
や
厳
し
残
暑
に
居
て
も
無
事

　
　吉
田
文
子

■
露
草
や
一
滴
こ
ぼ
す
露
も
た
ず

　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
愛
想
よ
く
風
を
招
き
て
猫
じ
ゃ
ら
し

　
　
　高
田
ト
ク

■
強
き
陽
も
秋
を
含
ん
だ
風
の
あ
り

　
　
　
　新
井
笑
子

■
新
涼
や
杜
の
ふ
と
こ
ろ
風
か
ろ
し

　
　
　
　佐
藤
信
香

■
朝
夕
の
肌
に
触
れ
来
る
秋
気
か
な

　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
酔
芙
蓉
一
日
を
包
む
紅
あ
わ
し

　
　
　
　
　須
藤
禮
子

■
母
の
手
も
と
れ
ぬ
面
会
秋
暑
し

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
虫
の
声
太
ら
せ
て
濃
し
過
疎
の
闇

　
　
　
　今
井
陽
子

9月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

小野寺史宜

村上春樹

カンザキイオリ

宮本輝

池井戸潤

原田マハ

佐々木裕一

鈴木英治

書名

タクジョ！

一人称単数

あの夏が飽和する

灯台からの響き

半沢直樹 アルルカンと道化師

<あの絵>のまえで

身代わり若殿 葉月定光シリーズ

親子十手捕物日記

著者名

鳥羽亮

今井義和

堀江貴文

橋下徹

ながれ てんせい

洪在徹

池上彰

書名

三人の用心棒よろず屋平兵衛 江戸日記

美しい日本の名俳句

将来の夢なんか、いま叶えろ。

異端のすすめ 強みを武器にする生き方

おかしんだいねえ！ 甘楽弁の世界

ピラミッドのサバイバル2

なぜ僕らは働くのか

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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健康健康

　
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
広
報
10
月
号
（
22

ペ
ー
ジ
）
で
は
、
自
己
負
担
金
が

１
，
２
０
０
円
で
接
種
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
群
馬
県
が
自
己
負

担
金
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
無
料
で
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
、
免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
障
害
が
あ
る
町

民

●
接
種
期
間

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確

認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
接
種
方
法
・
医
療
機
関
な
ど
詳

細
は
、
広
報
10
月
号
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
　
☎
82
―
５
４
９
０

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
症
が
流
行
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し

て
増
殖
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
病

気
で
す
。

　
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、
「
手

洗
い
」
と
「
マ
ス
ク
着
用
を
含
む

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
適

切
な
感
染
症
予
防
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

●
予
防
法
１
　
手
洗
い

　
流
水
と
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗

い
が
大
切
で
す
。
帰
宅
時
や
調
理

の
前
後
、
食
事
の
前
な
ど
は
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
洗
う
前
の

手
で
目
や
鼻
、
口
な
ど
の
粘
膜
に

触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
2
　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

は
、
飛
沫
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
皮
膚
の
病
気

や
感
覚
の
特
性
で
、
マ
ス
ク
が
着

用
で
き
な
い
人
も
い
る
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口

や
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔

を
そ
む
け
て
1
〜
2
ｍ
以
上
離
れ

ま
し
ょ
う
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
な
ど
が
な
い
と
き
は
、
手
よ

り
も
周
囲
に
触
れ
に
く
い
曲
げ
た

ひ
じ
あ
た
り
で
口
を
お
お
い
ま

し
ょ
う
。

○
鼻
水
や
痰
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
に
出
し
、
す
ぐ
に
ふ
た
つ
き

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
、
手
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
3

流
行
前
の
予
防
接
種

　
予
防
接
種
で
感
染
予
防
、
重
症

化
予
防
で
き
る
感
染
症
は
、
あ
ら

か
じ
め
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
期
間
は
、
12
月
ま
で

で
す
。

●
予
防
法
4
　
湿
度
を
保
つ

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
く

感
染
症
に
備
え
よ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
国
保

係
　
☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

　
9
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月

間
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
に
伴

い
、
役
場
庁
舎
内
及
び
公
民
館
に

認
知
症
啓
発
の
掲
示
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
内
の
病
院
、
薬
局
、

金
融
機
関
、
商
店
、
郵
便
局
な
ど

に
も
掲
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

“
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る

認
知
症
”
「
応
援
者
」
を
増
や
し

て
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
希
望
を

持
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
町
に

♥
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
認
知
症
に
つ
い
て
の
心
配
事
な

ど
は
、
包
括
支
援
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4
（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ

　認
知
症

　N
O
・
6

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

な
り
ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器
な

ど
を
使
っ
て
50
〜
60
％
の
湿
度
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
5
　
人
混
み
を
避
け
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
人
混
み
へ
の
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
密
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

　
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
時
は
、

学
校
や
会
社
を
休
ん
で
く
だ
さ

い
。
感
染
し
た
ら
治
療
を
受
け
、

回
復
す
る
ま
で
療
養
し
ま
し
ょ

う
。

　
感
染
症
は
だ
れ
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
感
染
者

や
家
族
に
対
す
る
誹
謗
、
中
傷
、

差
別
、
い
じ
め
を
す
る
こ
と
は
人

権
侵
害
で
、
不
当
な
行
為
で
す
。

　
思
い
や
り
と
良
識
あ
る
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
５
４
９
０

　
厚
生
労
働
省
が
配
信
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
に
つ
い

て
、
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
ア
プ
リ
利
用
者
は
検
査
の

受
検
な
ど
、
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を

早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
者
が
増
え
る
こ
と
で
感
染
拡
大

防
止
に
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
　
ｉ
ｏ
ｓ

版
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ア
プ
リ
を
使
っ
て

感
染
拡
大
を

防
止

ios版Android版



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康

　
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
広
報
10
月
号
（
22

ペ
ー
ジ
）
で
は
、
自
己
負
担
金
が

１
，
２
０
０
円
で
接
種
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
群
馬
県
が
自
己
負

担
金
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
無
料
で
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
、
免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
障
害
が
あ
る
町

民

●
接
種
期
間

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確

認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
接
種
方
法
・
医
療
機
関
な
ど
詳

細
は
、
広
報
10
月
号
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
　
☎
82
―
５
４
９
０

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
症
が
流
行
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し

て
増
殖
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
病

気
で
す
。

　
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、
「
手

洗
い
」
と
「
マ
ス
ク
着
用
を
含
む

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
適

切
な
感
染
症
予
防
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

●
予
防
法
１
　
手
洗
い

　
流
水
と
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗

い
が
大
切
で
す
。
帰
宅
時
や
調
理

の
前
後
、
食
事
の
前
な
ど
は
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
洗
う
前
の

手
で
目
や
鼻
、
口
な
ど
の
粘
膜
に

触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
2
　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

は
、
飛
沫
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
皮
膚
の
病
気

や
感
覚
の
特
性
で
、
マ
ス
ク
が
着

用
で
き
な
い
人
も
い
る
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口

や
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔

を
そ
む
け
て
1
〜
2
ｍ
以
上
離
れ

ま
し
ょ
う
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
な
ど
が
な
い
と
き
は
、
手
よ

り
も
周
囲
に
触
れ
に
く
い
曲
げ
た

ひ
じ
あ
た
り
で
口
を
お
お
い
ま

し
ょ
う
。

○
鼻
水
や
痰
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
に
出
し
、
す
ぐ
に
ふ
た
つ
き

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
、
手
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
3

流
行
前
の
予
防
接
種

　
予
防
接
種
で
感
染
予
防
、
重
症

化
予
防
で
き
る
感
染
症
は
、
あ
ら

か
じ
め
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
期
間
は
、
12
月
ま
で

で
す
。

●
予
防
法
4
　
湿
度
を
保
つ

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
く

感
染
症
に
備
え
よ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
国
保

係
　
☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

　
9
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月

間
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
に
伴

い
、
役
場
庁
舎
内
及
び
公
民
館
に

認
知
症
啓
発
の
掲
示
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
内
の
病
院
、
薬
局
、

金
融
機
関
、
商
店
、
郵
便
局
な
ど

に
も
掲
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

“
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る

認
知
症
”
「
応
援
者
」
を
増
や
し

て
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
希
望
を

持
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
町
に

♥
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
認
知
症
に
つ
い
て
の
心
配
事
な

ど
は
、
包
括
支
援
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4
（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ

　認
知
症

　N
O
・
6

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

な
り
ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器
な

ど
を
使
っ
て
50
〜
60
％
の
湿
度
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
法
5
　
人
混
み
を
避
け
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
人
混
み
へ
の
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
密
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

　
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
時
は
、

学
校
や
会
社
を
休
ん
で
く
だ
さ

い
。
感
染
し
た
ら
治
療
を
受
け
、

回
復
す
る
ま
で
療
養
し
ま
し
ょ

う
。

　
感
染
症
は
だ
れ
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
感
染
者

や
家
族
に
対
す
る
誹
謗
、
中
傷
、

差
別
、
い
じ
め
を
す
る
こ
と
は
人

権
侵
害
で
、
不
当
な
行
為
で
す
。

　
思
い
や
り
と
良
識
あ
る
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
５
４
９
０

　
厚
生
労
働
省
が
配
信
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
に
つ
い

て
、
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
ア
プ
リ
利
用
者
は
検
査
の

受
検
な
ど
、
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を

早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
者
が
増
え
る
こ
と
で
感
染
拡
大

防
止
に
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
　
ｉ
ｏ
ｓ

版
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ア
プ
リ
を
使
っ
て

感
染
拡
大
を

防
止

ios版Android版



25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／こどもとアトピー　　　火／歯が痛い時の応急手当
水／心筋梗塞と危険因子　　木／おとなの矯正治療
金／高齢者の皮膚病　　　　土日／歯科の訪問診療
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン11月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）11月～12月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月25日（金）

11月10日（火）
12月8日（火）

11月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年8月～9月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和2年2月～3月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月11日（金）
予約締切日
12月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１１月１日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
11月2・9・16
　   30日（月）

11月16日（月）

11月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

●探してみましょう♥ご自分に合った運動

●身体の変化を感じますか？

●２週間の寝たきりによって失われる筋肉量は、７年間に失われる量に匹敵します。
　ご自分らしい生活を続けるためには下半身の筋力維持が大切です。
●いつものウォーキングにプラスアルファ
　・太ももをきたえる➡坂道や階段の昇り降り・ちょこっとスクワット
　・股関節やひざ関節を柔らかく➡少し大股で歩く
●コロナウィルス感染症対策のため、新しい生活様式を心がけ無理せず転ばないように過ごしましょう

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

②はい・いいえを選んだ点数を合計してみましょう
　　０点 ⇒ 健康
　　1～2点 ⇒ プレ身体的フレイル
　　3点以上 ⇒ 身体的フレイル
結果はいかがでしたか？
結果に関わらず、フレイル予防を意識して過ごしましょう。

以前と比べて歩く速度が遅くなったと思う

6ヵ月間で、2～3kgの体重減少があった

（ここ2週間）わけもなく疲れたように感じる

ウォーキングなどの運動を週に1回以上している

5分前のことを思い出せる

項目 選択

はい

はい

はい

はい

はい

選択

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

点数

0

0

0

1

1

点数

1

1

1

0

0

①チェックしてみましょう

健康健康



25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／こどもとアトピー　　　火／歯が痛い時の応急手当
水／心筋梗塞と危険因子　　木／おとなの矯正治療
金／高齢者の皮膚病　　　　土日／歯科の訪問診療
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン11月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）11月～12月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

12月25日（金）

11月10日（火）
12月8日（火）

11月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年8月～9月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和2年2月～3月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

12月11日（金）
予約締切日
12月9日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆１１月１日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
11月2・9・16
　   30日（月）

11月16日（月）

11月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

●探してみましょう♥ご自分に合った運動

●身体の変化を感じますか？

●２週間の寝たきりによって失われる筋肉量は、７年間に失われる量に匹敵します。
　ご自分らしい生活を続けるためには下半身の筋力維持が大切です。
●いつものウォーキングにプラスアルファ
　・太ももをきたえる➡坂道や階段の昇り降り・ちょこっとスクワット
　・股関節やひざ関節を柔らかく➡少し大股で歩く
●コロナウィルス感染症対策のため、新しい生活様式を心がけ無理せず転ばないように過ごしましょう

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

②はい・いいえを選んだ点数を合計してみましょう
　　０点 ⇒ 健康
　　1～2点 ⇒ プレ身体的フレイル
　　3点以上 ⇒ 身体的フレイル
結果はいかがでしたか？
結果に関わらず、フレイル予防を意識して過ごしましょう。

以前と比べて歩く速度が遅くなったと思う

6ヵ月間で、2～3kgの体重減少があった

（ここ2週間）わけもなく疲れたように感じる

ウォーキングなどの運動を週に1回以上している

5分前のことを思い出せる

項目 選択

はい

はい

はい

はい

はい

選択

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

点数

0

0

0

1

1

点数

1

1

1

0

0

①チェックしてみましょう

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

11
月
28
日（
土
）・11
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
２０
日（
金
）・
２７
日

（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
木
）・
18
日（
金
）・
２5
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期

国
民
健
康
保
険
税
５
期

介
護
保
険
料
５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
１１
月
30
日（
月
）で
す

月
11

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

「荒船の湯」リニューアルオープン
～民間経営による新たな船出へ～

「荒船の湯」リニューアルオープン
～民間経営による新たな船出へ～

1111

人口
　男
　女
世帯

（　13）
（　 8）
（　 5）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,058人
3,469人
3,589人
3,292世帯

転入  9人/  出生 0人
転出  11人/  死亡 11人

（10月1日現在）

（9月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年２０２０年 No775

月月

下仁田プライド in

官民連携による
観光地経営

9月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（明　美）　
（一　二）
（圭　三）
（一　禎）
（　哲　）　
（政　二）
（慶　悟）
（福田宇津治）　

中　央
土谷沢
土谷沢
中小坂
上青倉
東野牧
横　間
小　川

黒澤　和仁
大河原かず
工藤　はん
永井　武男
神戸　基次
金井　ふく
黛　　倉三
山田　みさ子

有
料
広
告

有
料
広
告

　　　　　 
●下仁田町長選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
●財政状況をお知らせします・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P7

トピックス

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
神　戸　滉　太　  （大　坂）
小　嶋　美奈子　  （富岡市）｛

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告


